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イ
ン
ド
伝
統
医
学
書
「
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
に
お
け
る
病
理
論

Ｉ
「
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
第
二
篇
第
一
章
第
一
～
十
五
節
訳
解
Ｉ

〔
要
旨
〕
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
代
表
的
な
医
学
全
書
『
チ
ャ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
の
第
二
篇
（
病
因
論
篇
）
第
一
章

第
一
～
十
五
節
は
、
一
般
的
な
病
因
・
病
理
論
の
概
説
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
本
文
そ
の
も
の
は
極
め
て
簡
潔
で
あ
り
、

個
々
の
用
語
の
簡
単
な
説
明
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
医
学
の
一
般
的
な
病
因
・
病
理
論
に
つ
い
て
の
記
述
と

し
て
は
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
の
中
で
は
最
も
古
い
も
の
の
一
つ
で
あ
り
、
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
基
礎
理
論
の
発
展
過

程
を
知
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
部
分
を
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
か
ら
翻
訳
し
、
十
一
世
紀
の
チ
ャ
ク
ラ
パ

ー
ニ
ダ
ッ
タ
と
十
九
世
紀
の
ガ
ン
ガ
ー
ダ
ラ
に
よ
る
註
釈
書
の
解
釈
を
参
考
に
し
て
訳
註
と
考
察
を
加
え
、
イ
ン
ド
伝

統
医
学
の
病
理
論
全
体
の
枠
組
み
が
、
既
に
こ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド
ー
イ
ン
ド
伝
統
医
学
、
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
、
軍
ヤ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
、
病
理

日
本
医
史
学
雑
誌
第
五
十
二
巻
第
三
号
平
成
十
八
年
二
月
九
日
受
付

平
成
十
八
年
九
月
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十
日
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平
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八
年
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二
十
一
日
受
理
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『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
の
成
立

イ
ン
ド
伝
統
医
学
（
ア
ー
ュ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
）
（
ご
》
ミ
馬
号
）
の
代
表
的
な
医
学
全
書
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
言
ミ
鼻
昌
ロ
ミ
雪
邑

は
、
同
書
の
奥
書
（
８
一
○
ｇ
ｏ
己
に
よ
れ
ば
、
生
存
年
代
不
詳
の
ア
グ
ニ
ヴ
ェ
ー
シ
ャ
屡
習
言
患
巴
と
い
う
人
物
が
、
自
ら
の
医
学

の
師
匠
で
あ
る
ア
ー
ト
レ
ー
ヤ
伝
再
①
旨
）
の
教
え
を
記
録
し
た
諭
書
（
ミ
ミ
ミ
）
を
原
型
と
し
、
こ
れ
を
後
代
の
チ
ャ
ラ
カ

（
ｇ
国
富
）
や
ド
リ
ダ
バ
ラ
ｅ
種
冨
９
厘
と
い
っ
た
人
物
が
補
修
・
編
蟇
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
原
型
と
な
っ
た
ア
グ
ニ
ヴ

ェ
ー
シ
ャ
の
諭
書
そ
の
も
の
は
現
在
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
の
記
述
は
、
こ
の
事
情
を
反
映
し
て
、
ア
グ

（
１
）

ニ
ヴ
ェ
ー
シ
ャ
の
問
い
に
師
匠
の
ア
ー
ト
レ
ー
ャ
が
答
え
る
と
い
う
問
答
形
式
が
基
本
と
な
っ
て
い
る
・
編
纂
者
で
あ
る
チ
ャ
ラ
カ
と

い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
が
書
名
に
冠
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
『
チ
ャ
｜
フ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
中
で
は
何
も
記
さ
れ
て

（
ワ
』
）

い
な
い
・
も
う
一
人
の
編
蟇
者
ド
リ
ダ
バ
ラ
に
つ
い
て
は
、
チ
ャ
ラ
カ
に
よ
る
編
募
を
途
中
か
ら
引
き
継
ぐ
形
で
、
「
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン

ヒ
タ
ー
」
全
八
篇
の
う
ち
、
第
六
篇
全
三
十
章
中
の
十
七
の
章
と
、
第
七
篇
お
よ
び
第
八
篇
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

（
３
）

い
る
・
ド
リ
ダ
バ
ラ
の
生
存
年
代
に
つ
い
て
は
記
載
が
な
く
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
が
、
巨
①
三
の
号
①
丘
は
他
の
文
献
と
の
引
用
関
係

（
１
）

な
ど
か
ら
見
て
、
紀
元
後
三
百
～
五
百
年
頃
と
推
定
し
て
い
る
。
ド
リ
ダ
バ
ラ
が
言
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
最
終
的
な
編
纂
者

で
あ
る
と
す
れ
ば
、
現
存
の
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
も
そ
の
頃
に
完
成
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

『
チ
ャ
ラ
カ

「
チ
ャ
ラ
カ
↑

（
助
ヨ
ヘ
、
ｐ
画
一
》
画
電
画
）、

一

序
一

サ
ン
ヒ
タ
ー
」

サ
ン
ヒ
タ
ー
』

全
三
十
章
、
第

の
構
成

は
全
八
篇
百
二
十
章
か
ら
成
る
。
各
篇
の
タ
イ
ト
ル
と
章
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
篇
総
論
篇

一
篇
病
因
論
篇
ミ
ミ
ミ
畠
尋
ミ
ミ
）
全
八
章
、
第
三
篇
診
断
論
篇
（
耳
ミ
ミ
ミ
罵
言
ご
ｓ
全
八
章
、
第
四
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篇
心
身
論
篇
ａ
習
冒
ミ
ミ
ミ
竜
ｓ
全
八
章
、
第
五
篇
徴
候
論
篇
言
電
ｓ
雪
昌
尋
ミ
ミ
）
全
十
二
章
、
第
六
篇
治
療
論
篇
（
Ｑ
ご
勇
冒
さ
ご
ロ
）

全
三
十
章
、
第
七
篇
薬
物
論
篇
負
こ
き
昌
尋
ミ
ミ
）
全
十
二
章
、
第
八
篇
完
結
篇
ｓ
亘
尋
冒
言
電
＆
全
十
二
章
。
こ
の
う
ち
第
一
～

五
篇
は
医
学
理
論
・
病
理
・
疾
病
分
類
な
ど
基
礎
医
学
的
な
内
容
が
中
心
で
あ
り
、
第
六
～
八
篇
は
治
療
・
薬
理
な
ど
臨
床
医
学
的
な

内
容
が
主
と
な
っ
て
い
る
。

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
病
因
論
篇
を
構
成
す
る
八
つ
の
章
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
の
病
気
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
解
説
さ

れ
て
い
る
。
各
章
で
扱
わ
れ
て
い
る
病
気
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
章
熱
病
ｃ
ご
ミ
ミ
、
第
二
章
ラ
ク
タ
ピ
ッ
タ
（
大
出
血
を
伴
う

疾
患
）
（
冒
雪
§
ミ
ｓ
、
第
三
章
腹
部
の
腫
脹
両
ミ
ミ
ｓ
、
第
四
章
泌
尿
病
言
ミ
ミ
代
言
）
、
第
五
章
ク
シ
ュ
タ
董
篤
な
皮
膚
病
）

（
言
超
言
）
、
第
六
章
消
耗
性
の
疾
患
毒
。
§
、
第
七
章
精
神
的
な
異
常
言
ご
ミ
ョ
§
）
、
第
八
章
て
ん
か
ん
様
の
疾
患
（
号
昌
ミ
ミ
ｓ
ｏ

も
っ
と
も
、
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
に
現
れ
る
病
名
は
実
際
に
は
こ
の
八
種
だ
け
で
は
な
く
、
同
書
第
一
篇
第
十
九
章
第
三
節

（
以
下
一
・
己
単
の
よ
う
に
表
記
す
る
）
で
は
．
般
的
な
原
因
に
よ
る
も
の
」
と
し
て
四
十
八
種
の
病
気
が
、
ま
た
同
書
一
．
ｇ
・
己
‐
ら

（
一
‐
Ｊ
〉

で
は
「
個
々
の
原
因
に
よ
る
も
の
」
と
し
て
ヴ
ァ
ー
タ
性
の
病
気
八
十
種
、
ピ
ヅ
タ
性
の
病
気
四
十
種
、
カ
パ
性
の
病
気
二
十
種
が
記

（
６
）

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
多
く
の
病
気
の
う
ち
、
病
因
論
篇
で
は
特
に
こ
の
八
種
が
選
ば
れ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
病
因
・
病
理
が
説
明
さ
れ
て

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
二
篇
病
因
論
篇

「
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
第
二
篇
病
因
論
篇
三
ダ
ー
ナ
ス
タ
ー
ナ
）
（
ミ
§
冒
亀
言
冒
）
は
、
病
因
・
病
理
論
を
主
題
と
す
る

篇
で
あ
り
、
八
つ
の
章
か
ら
な
る
。
「
ニ
ダ
ー
ナ
」
（
ミ
§
ご
ｓ
と
は
「
原
因
」
、
特
に
こ
こ
で
は
病
気
の
原
因
、
「
病
因
」
の
意
味
で
あ

る
。
ま
た
こ
の
語
は
「
病
因
論
」
と
し
て
、
特
に
こ
の
篇
で
扱
わ
れ
る
病
因
・
病
理
に
つ
い
て
の
論
議
全
体
の
総
称
と
し
て
用
い
ら
れ

る
場
合
も
あ
る
。
「
ス
タ
ー
ナ
」
言
尋
冒
ｓ
と
は
本
来
は
「
場
所
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、
医
学
害
中
の
大
き
な
区
分
を
意
味
し
、

る
場
合
も
あ
る
。
「
ス
タ
－

こ
こ
で
は
「
篇
‐
｜
と
訳
す
。
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『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
第
二
篇
第
一
章

「
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
第
二
篇
病
因
論
篇
第
一
章
は
全
部
で
四
十
四
の
節
か
ら
な
る
。
第
一
節
か
ら
第
三
十
七
節
ま
で
は
散
文

で
あ
る
が
、
最
後
の
ま
と
め
の
部
分
、
す
な
わ
ち
第
三
十
八
節
か
ら
第
四
十
四
節
ま
で
は
シ
ュ
ロ
ー
カ
（
廷
臭
ｅ
と
呼
ば
れ
る
韻
文
体

で
あ
る
。
内
容
に
つ
い
て
見
る
と
、
第
一
節
か
ら
第
十
五
節
ま
で
は
イ
ン
ド
伝
統
医
学
に
お
け
る
一
般
的
な
病
因
・
病
理
論
の
概
論
で

あ
り
、
第
十
六
節
以
降
は
熱
病
の
病
理
論
と
な
っ
て
い
る
。

本
稿
で
は
こ
の
う
ち
第
一
節
か
ら
第
十
五
節
ま
で
の
一
般
的
な
病
因
・
病
理
論
の
部
分
を
取
り
上
げ
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
か
ら

一
弓
ｊ
－

の
翻
訳
と
訳
註
、
考
察
を
示
し
、
十
一
～
十
二
世
紀
頃
の
医
書
写
ド
ゥ
・
コ
ー
シ
ャ
」
（
ミ
函
鼻
臭
。
母
）
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
完
全
な
形
が

示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
病
理
論
の
枠
組
み
が
、
既
に
こ
こ
に
概
ね
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
・

翻
訳
に
際
し
て
は
原
文
に
忠
実
な
訳
を
旨
と
し
た
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ヅ
ト
原
文
が
簡
潔
に
過
ぎ
、
逐
語
訳
だ
け
で
は
文
意
が
通
じ
な

い
よ
う
な
場
合
に
は
、
翻
訳
文
中
に
訳
者
に
よ
る
補
足
説
明
の
語
句
を
〔
〕
内
に
、
直
前
の
語
の
言
い
換
え
に
よ
る
説
明
を
（
）

内
に
入
れ
て
示
し
た
。
ま
た
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
専
門
用
語
と
し
て
重
要
な
語
は
翻
訳
文
中
に
「
」
に
入
れ
て
示
し
た
。
翻
訳
文
末

の
（
）
内
の
漢
数
字
は
原
書
の
節
番
号
で
あ
り
、
訳
註
の
文
頭
の
漢
数
字
に
対
応
し
て
い
る
。
重
要
な
語
に
つ
い
て
は
訳
註
の
中
で

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
原
語
を
示
し
た
。
訳
註
と
考
察
の
中
で
チ
ャ
ク
ラ
註
と
し
て
「
」
内
に
示
し
た
文
章
は
、
十
一
世
紀
の
チ
ャ
ク

ラ
パ
ー
ニ
ダ
ッ
タ
（
ｇ
冑
砦
目
鳥
屋
に
よ
る
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
へ
の
註
釈
書
『
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
・
デ
ィ
ー
ピ
カ
ー
』

（
今
ミ
馬
号
豆
冒
さ
）
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
抄
訳
で
あ
る
。
ま
た
、
ガ
ン
ガ
ー
ダ
ラ
註
と
し
た
の
は
一
九
世
紀
初
頭
の
ガ
ン
ガ
ー

ダ
ラ
６
画
信
且
冨
昌
）
に
よ
る
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
へ
の
註
釈
書
「
ジ
ャ
ル
パ
カ
ル
パ
タ
ル
」
（
苛
盲
雷
盲
冨
旦
の
こ
と
で

（
８
）

（
９
）

あ
る
。
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
全
篇
の
翻
訳
は
、
最
近
の
も
の
と
し
て
は
演
〆
望
胃
ョ
浄
緯
璽
侭
乏
自
ロ
四
号
に
よ
る
英
訳
と
、

い
る
の
で
あ
る
。
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（
叩
）

（
Ⅲ
）

弱
く
、
馨
胃
ョ
心
に
よ
る
英
訳
が
あ
る
。
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
文
か
ら
の
日
本
語
訳
と
し
て
は
、
大
地
原
誠
玄
の
第
一
篇
の
部
分
訳
と
、
矢

（
吃
）

野
道
雄
に
よ
る
第
一
篇
の
全
訳
が
あ
る
。
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
病
因
・
病
理
論
に
関
し
て
は
、
普
与
画
号
両
目
且
①
痔
Ｑ
・
記
・
野
国
且
苔
①
に

（
脇
）

（
Ｍ
）

よ
る
研
究
、
ま
た
【
鉤
・
豊
富
昌
冨
三
目
亘
に
よ
る
研
究
が
あ
る
。
文
献
学
的
な
先
行
研
究
と
し
て
は
曹
司
己
屋
冒
冒
口
儲
唱
冒
の
研

（
胴
）

（
Ⅲ
）

究
、
⑦
、
旨
二
三
⑦
三
①
号
③
亘
の
研
究
が
あ
る
。

こ
れ
言
種
の
病
因
）
に
よ
り
三
種
の
「
病
気
」
が
現
れ
る
。
「
火
性
の
も
の
」
、
「
水
性
の
も
の
」
、
「
風
性
の
も
の
」
で
あ
る
。
そ
の

他
に
は
二
種
、
「
激
質
性
の
も
の
」
と
「
暗
質
性
の
も
の
」
が
あ
る
。
（
四

の
で
あ
る
。

そ
れ
は
、

ま
さ
に
こ
こ
（
こ
の
篇
）
で
、
「
病
因
」
と
は
、
因
、
動
因
、
根
拠
、
作
因
、
原
因
、
縁
、
生
起
と
い
う
の
と
意
味
の
異
な
ら
な
い
も

節
雅
Ⅲ
り

さ
て
こ
れ
よ
り
熱
病
の
病
因
〔
を
は
じ
め
と
す
る
も
の
〕
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
説
明
し
よ
う
。
（
こ

こ
の
よ
う
に
尊
い
ア
ー
ト
レ
ー
ヤ
は
言
っ
た
。
（
二
）

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
第
二
篇
病
因
論
篇
第
一
章
第
一
～
十
五
節

こ
こ
で
、
「
病
気
」
と
い
う
の
は
、
疾
病
、
病
い
、
病
苦
、
消
耗
、
熱
、
変
異
、
疾
患
と
意
味
の
異
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
（
五
）

【
翻
訳
一
一

「
感
覚
器
官
と
対
象
と
の
ふ
き
わ
し
く
な
い
結
合
」
、
「
知
恵
の
誤
り
」
、
〔
経
時
的
〕
「
変
化
」
の
三
種
で
あ
る
。
（
三
）
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そ
れ
（
病
気
の
「
発
現
」
）
は
、
「
数
」
、
〔
病
素
の
〕
「
優
勢
さ
」
、
「
類
型
」
、
「
区
分
」
、
「
〔
病
〕
勢
の
時
に
よ
る
違
い
」
に
よ
っ
て
区

別
さ
れ
る
。
〈
十
二
の
二

そ
し
て
、
「
適
切
さ
」
と
は
、
〔
病
気
の
〕
原
因
と
病
気
〔
そ
の
も
の
〕
に
相
対
す
る
医
薬
・
食
事
・
行
動
を
と
る
こ
と
、
ま
た
、
相

対
す
る
効
果
を
も
た
ら
す
〔
医
薬
・
食
事
・
行
動
を
と
る
〕
こ
と
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
健
や
か
さ
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
（
十
）

ま
ず
一
封

（
十
二
の
二
）

ま
た
、
「
症
状
」
と
は
、
明
ら
か
と
な
っ
た
〔
病
気
の
〕
特
徴
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
「
症
状
」
と
い
う
の
は
、
形
相
、
特
徴
、
し
る
し
、
状
態
、
徴
候
、
色
形
と
意
味
の
異
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
（
九
）

〔
病
気
の
〕
「
発
現
」
と
は
、
発
生
、
到
来
と
い
う
の
と
意
味
の
異
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
（
十
二

「
前
徴
」
と
は
、

「
病
因
」

）
の
う
ち

「
数
」
と
は
、
例
え
ば
、
八
種
類
の
熱
病
、
五
種
類
の
腹
部
の
腫
脹
、
七
種
類
の
ク
シ
ュ
タ
〈
重
篤
な
皮
膚
病
）
な
ど
で
あ
る
〔

「
前
徴
」
、
「
症
状
」
、
〔
病
気
に
対
す
る
〕
「
適
切
さ
」
、
「
発
現
」
か
ら
、
そ
の
（
病
気
の
）
認
識
が
〔
得
ら
れ
る
〕
。
（
六
）

「
病
因
」
と
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
〔
病
気
の
〕
原
因
の
こ
と
で
あ
る
。
（
七
）

病
気
の
特
徴
の
最
初
の
現
れ
の
こ
と
で
あ
る
。
（
八
）
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「
類
型
」
と
は
、
病
気
は
、
内
因
性
と
外
因
性
の
違
い
に
よ
り
二
種
類
、
三
つ
の
病
素
の
違
い
に
よ
り
三
種
類
、
治
療
で
き
る
も
の

治
療
で
き
な
い
も
の
・
穏
や
か
な
も
の
．
激
し
い
も
の
と
い
う
違
い
に
よ
っ
て
四
種
類
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
十
二
の
四
）

以
上
の
こ
と
か
ら
、
損
な
わ
れ
て
い
な
い
精
神
と
知
性
を
も
つ
医
師
は
、
〔
病
気
の
〕
原
因
を
は
じ
め
と
す
る
も
の
に
よ
っ
て
、
病
気

を
正
し
く
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
。
（
十
三
）

こ
の
よ
う
に
病
因
論
篇
の
内
容
の
ま
と
め
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
よ
り
詳
し
く
教
示
し
つ
つ
、
こ
れ
か
ら
ざ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
説
明

し
よ
う
。
（
十
四
）

ま
た
、
病
素
の
「
優
勢
さ
」
と
は
、
「
よ
り
優
勢
な
も
の
」
と
、
「
最
も
優
勢
な
も
の
」
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。

つ
ま
り
、
〔
あ
る
病
気
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
病
素
が
〕
二
つ
で
あ
る
場
合
に
は
〔
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
〕
「
よ
り
優
勢
な
も
の
」
と

さ
れ
、
三
つ
で
あ
る
場
合
に
は
〔
そ
の
う
ち
の
一
つ
が
〕
「
最
も
優
勢
な
も
の
」
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
十
二
の
三
）

ま
た
、
「
病
勢
の
時
に
よ
る
違
い
」
と
は
、
季
節
・
昼
夜
・
食
事
の
〔
そ
れ
ぞ
れ
の
〕
時
に
関
し
て
原
則
と
し
て
定
ま
っ
て
い
る
も
の

の
こ
と
で
あ
る
。
（
十
二
の
六
）

そ
し
て
、
総
体
と
し
て
の
病
素
の
、
部
分
部
分
の
力
の
「
区
分
」
が
、
こ
の
主
題
に
お
け
る
「
区
分
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
（
十
二

の
五
）
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こ
こ
（
こ
の
篇
）
で
は
ま
ず
は
じ
め
に
、
負
欲
、
敵
意
、
怒
り
を
原
因
と
す
る
、
原
初
の
こ
ろ
か
ら
の
八
種
の
病
気
を
、
「
病
因
」
を

は
じ
め
と
す
る
も
の
の
順
に
、
わ
れ
わ
れ
は
説
明
し
よ
う
。
治
療
に
つ
い
て
は
短
い
教
え
の
み
を
同
様
に
〔
説
明
し
よ
う
〕
。
ま
た
後
に
、

〔
本
書
の
〕
治
療
論
篇
に
お
い
て
、
そ
れ
に
続
く
病
気
を
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
説
明
し
よ
う
。
（
十
五
）

へ

【
訳
註
］

）
熱
病
Ｉ
冒
国
病
因
ｌ
ミ
烏
冒
ゞ
わ
れ
わ
れ
は
説
明
し
よ
う
ｌ
冒
譽
ｇ
ミ
ミ

『
チ
ャ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
各
章
の
冒
頭
は
「
さ
て
こ
れ
よ
り
…
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
説
明
し
よ
う
」
（
ミ
ミ
さ
…

這
翼
言
回
這
ミ
ロ
室
と
い
う
文
章
で
始
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
表
現
は
、
古
く
は
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ヅ
ド
な
ど
古
代
イ
ン
ド
の
ヴ
ェ

ー
ダ
文
献
書
タ
ィ
ヅ
テ
ィ
リ
ー
ャ
・
ウ
パ
’
一
シ
ャ
ッ
ド
』
（
ご
ミ
ミ
ミ
昔
亀
ミ
旨
ｓ
一
・
豐
、
亨
－
パ
ス
タ
ン
バ
・
シ
ュ
ラ
ウ
タ
ス

ー
ト
｜
こ
（
舎
昌
ミ
ミ
ｇ
卑
倉
ミ
畠
ミ
ミ
二
一
な
ど
）
に
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
後
代
の
論
害
の
各
章
冒
頭
部
分
に
し
ば

し
ば
取
り
入
れ
ら
れ
た
定
型
的
な
表
現
で
あ
る
。
例
え
ば
、
イ
ン
ド
自
然
哲
学
書
『
ヴ
ァ
イ
、
ン
エ
ー
、
ン
力
・
ス
ー
ト
ー
こ
（
昏
胃
皇
・

（
巾
）

酌
ミ
『
ｓ
の
冒
頭
言
。
ご
）
は
「
さ
て
こ
れ
よ
り
ダ
ル
マ
に
つ
い
て
わ
れ
わ
れ
は
説
明
し
よ
う
」
（
ミ
ミ
さ
き
角
胃
ミ
ロ
ミ

ミ
ミ
ミ
ョ
ミ
ョ
ミ
息
）
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
「
わ
れ
わ
れ
は
」
と
複
数
形
で
述
べ
て
い
る
の
は
、
単
な
る
個
人
の
見
解
で
は
な

く
、
そ
の
学
派
の
先
人
達
の
教
え
を
示
す
こ
と
を
意
図
し
た
表
現
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

「
熱
病
」
Ｑ
く
画
邑
と
い
う
語
は
、
い
わ
ゆ
る
熱
性
疾
患
だ
け
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
一
般
的
な
症
状
と
し
て
の
「
発
熱
」

と
い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。
以
下
本
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
文
脈
に
従
っ
て
、
「
熱
病
」
、
「
発
熱
」
あ
る
い
は
「
熱
」

と
訳
し
分
け
た
。
こ
の
よ
う
に
現
代
医
学
の
見
地
か
ら
す
る
と
、
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
疾
病
分
類
で
は
、
独
立
し
た
病
気
〈
疾
患
）

（
肥
）

と
個
々
の
症
状
（
症
候
）
と
の
区
別
が
暖
昧
で
あ
る
よ
う
な
例
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
。

チ
ャ
ク
ラ
註
は
ミ
島
雪
心
と
い
う
語
に
関
し
て
「
病
気
発
生
の
原
因
」
（
ご
ミ
ミ
ロ
雪
国
言
‐
意
冒
）
と
、
「
病
気
認
識
の
要
因
」
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（
脱
）

（
這
回
号
ｓ
ｏ
§
国
言
‐
さ
ミ
ミ
）
と
い
う
二
通
り
の
解
釈
を
示
し
て
い
る
。

熱
病
を
病
因
論
篇
の
冒
頭
の
章
で
扱
う
理
由
に
つ
い
て
チ
ャ
ク
ラ
註
は
、
熱
病
（
発
熱
）
は
「
身
体
的
な
病
気
の
う
ち
で
最
も

重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
各
篇
の
構
成
上
、
病
因
論
篇
が
治
療
論
篇
よ
り
も

前
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
チ
ャ
ク
ラ
註
は
「
病
因
に
つ
い
て
の
知
識
が
先
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
治
療
が
効
果
的

な
も
の
と
な
る
か
ら
」
と
し
て
い
る
。

（
三
「
こ
の
よ
う
に
…
は
言
っ
た
」
（
ミ
ミ
ミ
己
言
…
）
と
い
う
表
現
は
、
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
他
の
文
体
と
比
べ
る
と
、

い
き
さ
か
古
め
か
し
い
印
象
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
も
ウ
パ
ニ
↓
ン
ヤ
ッ
ド
文
献
（
例
え
ば
『
ブ
リ
ハ
ッ
ド
ァ
ー
ラ
ニ
ヤ

カ
・
ウ
パ
ニ
、
ン
ヤ
ヅ
ド
」
（
画
冬
ロ
ユ
ミ
ミ
】
角
言
ｓ
〕
ロ
ミ
旨
ｓ
一
・
一
野
や
い
↑
『
カ
ウ
、
ン
－
タ
キ
・
ウ
パ
ニ
シ
ャ
ッ
ド
」
（
六
角
葛
ご
具
一

唇
§
胃
ら
目
な
ど
）
に
見
ら
れ
る
表
現
で
あ
る
。
『
チ
ャ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
編
者
は
各
章
冒
頭
に
、
こ
の
よ
う
な
ヴ
ェ

ー
ダ
文
献
以
来
の
定
型
的
な
文
章
を
置
く
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
医
学
書
が
正
統
的
な
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
文
化
の
伝
統
に
連
な
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
強
調
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
書
名
に
見
ら
れ
る
「
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
言
ぬ
き
言
）
（
本
集
、
集
成
）

と
い
う
語
自
体
、
「
リ
グ
・
ヴ
ェ
ー
ダ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
（
蒔
馬
号
旨
ミ
雪
旦
な
ど
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
病
因
ｌ
ミ
島
き
ゞ
因
Ｉ
意
冒
ゞ
動
因
Ｉ
ミ
ミ
ミ
Ｑ
ゞ
根
拠
ｌ
ミ
ミ
ミ
ゞ

作
因
１
首
具
》
原
因
ｌ
ミ
ミ
。
．
縁
ｌ
、
昌
曽
〕
生
起
ｌ
ミ
ミ
言
冒
〉

感
覚
器
官
と
対
象
と
の
ふ
さ
わ
し
く
な
い
結
合
ｌ
島
ミ
ミ
§
ミ
ミ
ミ
言
旨
ミ
侭
凰
，

知
恵
の
誤
り
ｌ
、
§
§
Ｑ
ふ
き
量
．
変
化
ｌ
ミ
ミ
ミ
。
．

イ
ン
ド
の
学
術
書
で
は
、
あ
る
語
の
意
味
を
説
明
す
る
際
に
、
そ
の
語
の
同
義
語
や
類
義
語
を
示
す
こ
と
が
あ
る
。
チ
ャ
ク
ラ

註
は
「
因
な
ど
の
多
く
の
同
義
語
を
述
べ
る
こ
と
は
、
諭
書
に
お
け
る
慣
例
に
よ
る
」
と
す
る
。

こ
こ
で
説
明
さ
れ
て
い
る
ミ
§
ご
ロ
と
い
う
語
は
、
本
来
は
主
に
仏
教
文
献
に
お
い
て
、
他
の
同
義
語
と
同
様
に
「
原
因
」
の
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面
）
病
気
ｌ
§
き
》
火
性
の
も
の
１
月
馬
旨
．
水
性
の
も
の
ｌ
旨
§
旨
．

意
味
で
用
い
ら
れ
る
が
、
医
学
の
文
脈
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
一
貫
し
て
病
気
の
原
因
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
こ
れ
を

「
病
因
」
と
訳
す
。
な
お
、
こ
こ
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
八
つ
の
同
義
語
の
う
ち
に
は
、
ミ
§
ご
亀
以
外
に
も
胃
ミ
．
ミ
ミ
ロ
電
。
》

、
国
営
ミ
。
と
い
っ
た
仏
教
用
語
と
し
て
特
徴
的
な
語
が
含
ま
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
冒
侭
号
国
は
、
ミ
ミ
。
ご
Ｑ
と

、
亀
雪
暑
亀
が
仏
教
的
な
用
語
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
特
に
、
亀
曾
暑
・
が
「
原
因
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
の
は
イ
ン
ド
の
他

の
哲
学
的
な
文
脈
で
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
と
し
、
ま
た
車
ヤ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
他
の
箇
所
で
は
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、

、
Ｑ
ｑ
ｓ
Ｑ
↓
旨
ミ
ミ
さ
雪
国
が
「
原
因
」
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
用
例
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
『
チ
ャ
ラ

リ

ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
編
纂
者
が
、
よ
り
古
い
文
献
か
ら
引
用
し
た
箇
所
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
チ
ャ
ク
ラ
註
は
同
義
語
が
八

語
だ
け
示
さ
れ
た
の
は
、
「
八
と
い
う
数
字
が
吉
祥
で
あ
る
か
ら
」
と
し
、
こ
れ
ら
以
外
の
同
義
語
と
し
て
旨
ミ
ゞ
ミ
ミ
Ｐ
ミ
ミ
ミ
ゞ

、
鼻
冨
を
挙
げ
る
。
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
よ
り
後
代
（
紀
元
後
七
～
八
世
紀
頃
か
）
に
成
立
し
た
医
学
全
書
「
ア
ン
ュ
タ
ー
ン

（
訓
）

ガ
・
フ
リ
ダ
ヤ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
（
含
自
署
”
§
豆
＆
ミ
目
ミ
萱
Ｓ
）
］
・
一
・
四
は
こ
の
八
語
の
う
ち
ミ
ミ
隅
を
除
い
た
七
語
を
挙
げ
、

旨
ミ
ー
ミ
言
冒
を
単
に
ミ
尋
コ
ミ
と
す
る
。
ま
た
、
亨
『
ン
ユ
タ
ー
ン
ガ
・
フ
リ
ダ
ャ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
と
ほ
ぼ
同
時
代
に
成
立
し
た
医
学

↑
”
ご

全
書
亨
、
ン
ユ
タ
ー
ン
ガ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
』
（
合
蜀
尉
・
旨
ミ
廻
国
言
冨
・
こ
は
本
節
の
八
語
の
他
に
言
冒
さ
．
ミ
ョ
賃
更
。
ミ
を
挙
げ
る
。

イ
ン
ド
伝
統
医
学
で
は
、
身
体
的
な
病
気
の
発
生
に
つ
い
て
は
、
身
体
内
の
ヴ
ァ
ー
タ
言
ミ
ミ
、
ピ
ッ
タ
さ
ミ
ｓ
、
カ
バ

三
号
言
）
と
い
う
三
種
の
ド
ー
シ
ャ
（
病
素
三
号
富
）
の
量
的
・
質
的
変
化
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
が
、
こ
の
ド
ー
シ
ャ
病
素
）

の
変
化
を
も
た
ら
す
要
因
と
し
て
、
こ
の
節
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
「
感
覚
器
官
と
対
象
と
の
ふ
さ
わ
し
く
な
い
結
合
」
、
「
知

恵
の
誤
り
」
、
経
時
的
「
変
化
」
の
三
つ
が
特
に
重
視
さ
れ
て
い
る
（
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
一
・
二
弓
篁
・
９
．
甑
迩
・
か
．
③
な
ど
）
・

こ
こ
で
は
こ
の
三
要
因
そ
の
も
の
を
「
病
因
」
と
見
な
し
て
い
る
。
チ
ャ
ク
ラ
註
は
こ
れ
ら
三
要
因
を
病
気
の
「
根
本
原
因
」

（
ミ
ミ
具
ミ
ロ
ご
ａ
と
し
て
い
る
。
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風
性
の
も
の
ｌ
ご
ミ
ロ
ミ
ロ
・
激
質
性
の
も
の
Ｉ
昌
昌
・
・
暗
質
性
の
も
の
ｌ
ミ
ミ
画
旨
．

前
節
で
示
さ
れ
た
三
要
因
に
よ
っ
て
ド
ー
シ
ャ
（
病
素
）
に
変
化
が
生
じ
、
火
の
性
質
、
水
の
性
質
、
風
の
性
質
を
も
っ
た
病

気
が
発
生
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
三
種
の
病
気
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
種
の
ド
ー
シ
ャ
（
病
素
）
、
す
な
わ
ち
ピ
ッ
タ
、
カ
パ
、

ヴ
ァ
ー
タ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
病
気
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
ピ
ッ
タ
は
火
の
性
質
を
、
カ
バ
は
水
の
性
質
を
、
ヴ
ァ
ー

タ
は
風
の
性
質
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

「
そ
の
他
」
の
も
の
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
二
種
、
「
激
質
性
の
も
の
」
と
「
暗
質
性
の
も
の
」
と
は
、
精
神
的
な
病
気
の
原

因
と
さ
れ
る
激
質
（
『
亀
昌
）
と
暗
質
（
ミ
ミ
畠
）
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
病
気
の
こ
と
で
あ
る
。
「
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」

は
、
人
間
の
思
考
器
官
言
目
電
昌
）
は
、
本
来
、
清
浄
な
も
の
言
尽
碁
ｓ
ま
た
は
純
質
言
ミ
ミ
ｓ
で
あ
る
が
、
激
質
あ
る
い
は

暗
質
が
そ
の
性
質
と
し
て
優
勢
と
な
る
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
精
神
に
病
的
な
状
態
が
も
た
ら
さ
れ
る
と
す
る
ニ
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン

ヒ
タ
ー
」
屍
・
分
会
》
・
勇
苓
・
会
ざ
な
ど
）
。
な
お
、
こ
こ
で
用
い
ら
れ
る
純
質
言
ミ
ミ
ｓ
、
激
質
今
亀
昌
）
、
暗
質
〈
ミ
ミ
皇
と
い

う
語
は
イ
ン
ド
哲
学
の
一
派
で
あ
る
サ
ー
ン
キ
ャ
学
派
の
用
語
で
あ
る
。

（
五
）
病
気
ｌ
這
画
き
．
疾
病
Ｉ
ヨ
ミ
畠
亀
》
病
い
Ｉ
唱
号
，
病
苦
Ｉ
ミ
§
き
》

消
耗
Ｉ
冒
冒
ミ
ミ
ゞ
熱
Ｉ
ご
昌
亀
．
変
異
Ｉ
員
言
量
》
疾
患
ｌ
、
。
噌
・

こ
こ
で
は
「
病
気
」
と
い
う
語
の
同
義
語
あ
る
い
は
類
義
語
と
し
て
八
語
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
八
語
の
う
ち
に
「
消
耗
」

と
「
熱
」
と
い
う
語
が
含
ま
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
チ
ャ
ク
ラ
註
は
、
「
消
耗
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
れ
が
「
多
く
の
病

気
に
つ
な
が
る
」
た
め
で
あ
る
と
し
、
「
熱
」
（
熱
病
）
は
「
身
体
と
精
神
〔
の
両
方
〕
を
苦
し
め
る
」
た
め
で
あ
る
と
す
る
。
ガ

ン
ガ
ー
ダ
ラ
註
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
こ
の
二
語
は
特
定
の
病
名
（
症
状
名
）
を
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
一
般
を
示
す
語
で
も

あ
る
と
す
る
。
な
お
ヴ
ェ
ー
ダ
語
の
廷
鴦
曽
・
は
、
病
気
一
般
を
意
味
す
る
が
、
古
典
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
、
特
に
医
学
書
中
で
は

（
鋤
）

冒
冒
ミ
角
電
は
消
耗
（
消
耗
性
疾
患
）
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
。
ま
た
、
熱
（
熱
病
）
に
関
し
て
は
、
本
章
第
十
六
節
で
身
体
の
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様
々
な
病
気
の
う
ち
「
第
一
の
も
の
」
で
あ
る
と
さ
れ
、
「
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
。
．
畠
念
号
で
は
「
熱
（
病
）
は
病
い
の

王
で
あ
り
、
す
べ
て
の
生
類
に
死
を
も
た
ら
す
恐
ろ
し
い
も
の
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
同
書
α
・
豐
一
に
は
、
「
〔
発
〕
熱

は
、
変
異
、
疾
患
、
病
気
、
病
苦
で
あ
る
」
と
い
う
本
節
と
同
様
の
表
現
が
見
ら
れ
る
。

『
ア
シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
フ
リ
ダ
ヤ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
響
・
こ
は
『
ｏ
ｍ
ｐ
》
、
§
ミ
ロ
電
、
壱
ミ
ロ
》
忌
昌
旦
貢
ミ
言
冒
『
昌
琴
さ
Ｑ
ゞ
ミ
ョ
ミ
亀
、

旨
昏
ミ
ミ
ミ
ミ
言
》
智
§
、
鄙
目
言
の
十
一
語
を
「
病
気
」
の
同
義
語
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。
『
ア
シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
」

冒
句
は
こ
の
十
一
語
に
ミ
ミ
畠
を
加
え
た
十
二
語
を
挙
げ
て
い
る
。

（
六
）
病
因
ｌ
ミ
島
§
》
前
徴
Ｉ
ミ
ミ
§
国
．
症
状
Ｉ
ミ
噌
．
適
切
さ
Ｉ
§
葛
ミ
ロ
〉
発
現
ｌ
旨
ミ
、
胃
一
・

（
１
）
「
病
因
」
、
（
２
）
「
前
徴
」
、
（
３
）
「
症
状
」
、
（
４
）
病
気
に
対
す
る
「
適
切
さ
」
、
（
５
）
病
気
の
「
発
現
」
の
五
項
目
は
、

イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
病
理
論
の
基
本
と
な
る
重
要
な
項
目
で
あ
る
。
ま
た
同
時
に
、
臨
床
上
、
こ
れ
ら
の
五
項
目
は
病
気
の
診

断
・
治
療
の
た
め
に
必
要
な
診
査
項
目
で
も
あ
る
。
チ
ャ
ク
ラ
註
は
こ
れ
ら
を
「
病
気
認
識
の
手
段
」
（
逗
動
き
言
冒
ｇ
ｇ
Ｑ
）
と

し
、
最
初
の
項
目
で
あ
る
ミ
島
冒
を
総
称
と
し
て
用
い
て
、
「
病
因
〔
を
は
じ
め
と
す
る
〕
五
項
目
」
（
ミ
忌
竜
§
§
ｓ
亘
と
も

言
う
。
さ
ら
に
チ
ャ
ク
ラ
註
は
こ
の
五
項
目
に
つ
い
て
「
〔
こ
れ
ら
の
〕
知
識
が
な
け
れ
ば
、
病
気
の
治
療
は
始
ま
ら
な
ど
と
述

べ
て
い
る
。
本
稿
で
は
以
下
こ
れ
ら
を
「
病
理
・
診
断
の
五
項
目
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。
次
の
第
七
節
か
ら
第
十
二
節
ま
で
の

各
節
は
こ
の
病
理
・
診
断
の
五
項
目
の
説
明
で
あ
る
。

（
七
）
「
先
に
述
べ
た
よ
う
に
」
と
は
本
章
第
三
節
の
内
容
を
指
す
。

チ
ャ
ク
ラ
註
は
こ
こ
で
、
本
章
第
三
節
で
示
さ
れ
た
三
つ
の
根
本
原
因
と
は
別
に
、
病
気
の
原
因
を
「
近
因
」
言
ロ
ミ
竜
洋
這
口
言
言
ミ
ミ

と
「
遠
因
」
（
号
雨
具
憲
冒
さ
、
§
ｓ
の
二
種
に
大
別
し
、
前
者
は
ド
ー
シ
ャ
（
病
素
）
（
号
旦
で
あ
り
、
後
者
は
そ
れ
以
外
の
間

接
的
な
原
因
の
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。

（
八
）
前
徴
ｌ
葛
、
ご
ミ
§
画
．
特
徴
ｌ
昏
昏
§
園
．
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（
九
）
症
状
Ｉ
ミ
沼
．
形
相
Ｉ
鼻
冨
〉
特
徴
ｌ
冒
唇
亀
言
》
し
る
し
ｌ
ミ
ミ
．

状
態
ｌ
匂
ミ
亀
訂
冒
．
徴
候
Ｉ
這
昌
冒
冒
ゞ
色
形
Ｉ
『
§
回
．

『
ア
シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
フ
リ
ダ
ヤ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
ど
い
お
よ
び
『
ア
シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
」
旨
ｂ
も
、
同
様
に

員
冒
》
旨
ミ
ミ
言
琶
園
）
這
昌
盲
ミ
ミ
曽
ゞ
奇
言
画
貫
Ｑ
言
鼻
皇
宮
の
七
語
を
同
義
語
と
す
る
。

（
土
適
切
さ
Ｉ
§
凰
亀
。
↓
健
や
か
さ
１
画
具
言
．

（
十
二
発
現
Ｉ
旨
ミ
ミ
§
員
発
生
Ｉ
獄
員
到
来
Ｉ
凋
昌
．

亨
シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
フ
リ
ダ
ャ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
ご
・
唖
は
本
節
と
同
じ
園
ミ
ミ
§
『
ご
目
侭
昌
を
同
義
語
と
す
る
が
、
亨

シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
」
旨
・
ニ
は
こ
の
三
語
以
外
に
ミ
、
具
ミ
と
息
ミ
ミ
を
挙
げ
る
。
チ
ャ
ク
ラ
註
は
本
節
と
本
章

（
訓
）

第
一
八
節
で
、
病
理
・
診
断
の
五
項
目
の
う
ち
の
「
発
現
」
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
い
・

千
二
の
二
数
１
画
ミ
弄
言
員
優
勢
さ
ｌ
、
＆
碁
ロ
ミ
。
、
類
型
Ｉ
員
号
肖
ゞ

区
分
Ｉ
員
言
言
鼻
病
勢
の
時
に
よ
る
違
い
Ｉ
（
這
画
き
》
ｇ
ミ
ミ
ミ
狩
旨
．

病
理
・
診
断
の
五
項
目
の
う
ち
の
（
５
）
病
気
の
「
発
現
」
を
さ
ら
に
（
５
の
１
）
病
気
の
「
数
」
、
（
５
の
２
）
病
素
の
「
優

勢
さ
」
、
（
５
の
３
）
病
気
の
「
類
型
」
、
（
５
の
４
）
病
素
の
性
質
の
「
区
分
」
、
（
５
の
５
）
「
病
勢
の
時
に
よ
る
違
い
」
の
五
つ
に

細
分
し
て
い
る
。
次
の
第
十
二
の
二
～
十
二
の
六
節
は
こ
の
細
分
項
目
の
説
明
で
あ
る
。
な
お
『
ア
シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
フ
リ
ダ

ヤ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
旨
や
‐
巨
と
「
ア
シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
」
旨
・
局
で
も
「
発
現
」
を
五
つ
に
細
分
す
る
が
、
両
書

で
は
本
節
の
（
５
の
３
）
病
気
の
「
類
型
」
を
挙
げ
ず
、
（
５
の
５
）
「
病
勢
の
時
に
よ
る
違
い
」
を
病
気
の
「
力
」
ｅ
ミ
ｓ
と
病

気
の
「
時
」
（
言
こ
の
二
つ
に
分
け
て
い
る
。

（
十
二
の
二
）
数
Ｉ
旨
ミ
ミ
員
腹
部
の
腫
脹
ｌ
曾
言
員
ク
シ
ュ
タ
董
篤
な
皮
膚
病
）
Ｉ
言
亀
言
．

八
種
類
の
熱
病
と
は
①
ヴ
ァ
ー
タ
を
原
因
と
す
る
も
の
、
②
ピ
ッ
タ
を
原
因
と
す
る
も
の
、
③
カ
パ
を
原
因
と
す
る
も
の
、
④



lll下勤：インド伝統医学書『チャラカ・サンヒターjにおける病理論408

ヴ
ァ
ー
タ
と
ピ
ッ
タ
と
を
原
因
と
す
る
も
の
、
⑤
ヴ
ァ
ー
タ
と
カ
パ
と
を
原
因
と
す
る
も
の
、
⑥
ピ
ッ
タ
と
カ
パ
と
を
原
因
と
す

る
も
の
、
⑦
ヴ
ァ
ー
タ
と
ピ
ッ
タ
と
カ
パ
と
を
原
因
と
す
る
も
の
、
⑧
外
因
性
の
も
の
で
あ
る
弓
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」

目
．
。
に
よ
る
）
。
五
種
類
の
腹
部
の
腫
脹
と
は
①
ヴ
ァ
ー
タ
を
原
因
と
す
る
も
の
、
②
ゼ
ヅ
タ
を
原
因
と
す
る
も
の
、
③
カ
パ
を
原

因
と
す
る
も
の
、
④
ヴ
ァ
ー
タ
と
ピ
ッ
タ
と
カ
パ
を
原
因
と
す
る
も
の
、
⑤
血
を
原
因
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
同
書
一
・
己
至
重
言

国
・
畠
に
よ
る
）
。
七
種
類
の
ク
シ
ュ
タ
董
篤
な
皮
膚
病
）
と
は
①
ヴ
ァ
ー
タ
を
原
因
と
す
る
鉢
状
の
も
の
壽
号
ミ
ｓ
、
②
ピ
ヅ

タ
を
原
因
と
す
る
ゥ
ド
ゥ
ン
バ
ラ
花
状
の
も
の
言
暑
ミ
ミ
、
。
）
、
③
カ
バ
を
原
因
と
す
る
円
状
の
も
の
（
ミ
ミ
§
さ
、
④
ヴ
ァ
ー

タ
と
ピ
ヅ
タ
と
を
原
因
と
す
る
カ
モ
シ
カ
舌
状
の
も
の
倉
亀
§
言
ｓ
、
⑤
ピ
ッ
タ
と
カ
バ
を
原
因
と
す
る
蓮
華
状
の
も
の

言
ミ
各
罰
言
）
、
⑥
カ
パ
と
ヴ
ァ
ー
タ
を
原
因
と
す
る
白
斑
の
あ
る
も
の
言
号
ミ
・
）
、
⑦
ヴ
ァ
ー
タ
と
ピ
ッ
タ
と
カ
パ
を
原
因
と

す
る
黒
斑
の
あ
る
も
の
（
言
言
さ
亘
で
あ
る
（
同
書
こ
Ｐ
会
ｓ
も
．
鼠
に
よ
る
）
。

（
十
二
の
三
）
優
勢
さ
ｌ
、
愚
号
。
こ
・
》
病
素
１
ｓ
旨
》
よ
り
優
勢
な
も
の
Ｉ
ミ
・
〉
最
も
優
勢
な
も
の
Ｉ
ミ
ミ
亀
．

千
二
の
酉
類
型
Ｉ
ミ
ミ
．
内
因
性
Ｉ
ミ
・
ゞ
外
因
性
１
月
ミ
ミ
》
治
療
で
き
る
も
の
ｌ
重
ミ
ミ
》

治
療
で
き
な
い
も
の
Ｉ
・
愚
忌
旨
．
穏
や
か
な
も
の
Ｉ
ミ
号
》
激
し
い
も
の
Ｉ
島
ミ
ミ
．

三
尋
、
と
い
う
語
は
本
来
は
「
規
則
」
、
「
儀
軌
」
、
「
規
定
」
と
い
っ
た
意
味
で
あ
る
が
、
内
容
か
ら
判
断
し
て
こ
こ
で
は
「
類
型
」

と
訳
す
。
病
気
の
分
類
に
際
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
決
め
ら
れ
て
い
る
病
気
の
タ
イ
プ
の
こ
と
で
あ
る
。

（
十
二
の
五
）
部
分
部
分
の
力
の
区
分
Ｉ
ミ
ｓ
ミ
ご
‐
ｇ
奇
‐
ど
き
官
．

千
二
の
六
）
病
勢
の
時
に
よ
る
違
い
Ｉ
（
這
回
§
『
）
胃
ミ
ミ
ミ
詠
鴎
倉
．

底
本
で
は
こ
こ
は
単
に
第
十
二
節
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
便
宜
上
、
第
十
二
の
六
節
と
し
た
。

（
十
三
）
精
神
ｌ
乞
ミ
ミ
ゞ
知
性
ｌ
冒
昌
誉
医
師
ｌ
ミ
ミ
．

「
〔
病
気
の
〕
原
因
を
は
じ
め
と
す
る
も
の
」
と
は
本
章
第
六
節
で
示
さ
れ
た
病
理
・
診
断
の
五
項
目
を
指
す
。



日本医史学雑誌第52巻第3号（20()6）409

（
十
四
）
内
容
の
ま
と
め
Ｉ
ミ
言
乞
ミ
噂
急
ぎ
ゞ
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
は
説
明
し
よ
う
Ｉ
・
ミ
ミ
翼
ミ
コ
ゼ
ミ
冬
．

本
章
第
一
節
か
ら
こ
こ
ま
で
の
記
述
は
、
「
病
因
論
篇
の
内
容
の
ま
と
め
」
、
す
な
わ
ち
一
般
的
な
病
因
・
病
理
論
の
総
論
・
概

説
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
以
降
は
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
に
つ
い
て
の
各
論
が
示
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
チ
ャ
ラ

カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
病
因
論
篇
で
は
こ
の
部
分
に
続
い
て
、
八
種
の
病
気
の
病
因
、
病
理
論
が
展
開
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

ら
の
記
述
は
概
ね
、
こ
こ
で
示
さ
れ
た
病
理
・
診
断
の
五
項
目
に
つ
い
て
の
解
説
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

（
十
五
）
貧
欲
Ｉ
舌
寒
・
ゞ
敵
意
Ｉ
・
罫
尊
。
言
・
怒
り
Ｉ
弄
号
亀
．

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
で
は
、
数
あ
る
病
気
の
う
ち
の
八
種
の
も
の
、
つ
ま
り
①
熱
病
ｓ
ミ
ｓ
、
②
ラ
ク
タ
ピ
ヅ
タ

（
大
出
血
を
伴
う
疾
患
）
（
量
雪
§
ミ
ｓ
、
③
腹
部
の
腫
脹
命
ミ
ミ
ｓ
、
④
泌
尿
病
言
ミ
ミ
⑲
言
）
、
⑤
ク
シ
ュ
タ
董
篤
な
皮
膚
病
）

（
言
穐
言
）
、
⑥
消
耗
性
の
疾
患
念
。
旨
）
、
⑦
精
神
的
な
異
常
盲
電
ミ
ミ
画
）
、
③
て
ん
か
ん
様
の
疾
患
（
§
農
§
言
ｓ
だ
け
を
こ
の

病
因
論
篇
で
取
り
上
げ
、
こ
れ
以
外
の
病
気
に
つ
い
て
は
病
因
・
病
理
論
を
も
含
め
て
治
療
論
篇
で
説
明
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は

こ
の
八
種
の
病
気
は
特
に
「
負
欲
、
敵
意
、
怒
り
を
原
因
と
す
る
、
原
初
の
こ
ろ
か
ら
の
」
も
の
と
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

チ
ャ
ク
ラ
註
は
、
こ
こ
で
言
わ
れ
る
「
貧
欲
、
敵
意
、
怒
り
」
を
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
神
話
に
見
ら
れ
る
神
々
の
争
い
に
ま
つ
わ
る
も

の
で
あ
る
と
解
釈
し
、
こ
れ
ら
の
病
気
は
「
ダ
ク
シ
ャ
神
の
祭
式
の
破
壊
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
」
で
あ
る
と
す
る
。
つ
ま
り
こ

れ
ら
八
種
の
病
気
の
起
源
は
、
神
話
的
な
要
素
に
ま
で
遡
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
病
気
と
し
て
は
「
原
初
の
こ

ろ
か
ら
の
」
も
の
で
あ
る
と
解
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
他
の
医
学
文
献
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
八
種
の
病
気
の
う
ち
、
特
に
最

初
に
扱
わ
れ
る
熱
病
の
起
源
に
つ
い
て
は
、
ヴ
ェ
ー
ダ
文
献
や
後
代
の
プ
ラ
ー
ナ
文
献
な
ど
に
見
ら
れ
る
ダ
ク
シ
ャ
神
に
よ
る
祭

式
の
破
壊
と
そ
れ
に
対
す
る
ル
ド
ラ
（
シ
ヴ
乙
神
の
怒
り
に
関
す
る
神
話
と
の
関
連
が
重
視
さ
れ
、
同
種
の
神
話
的
記
述
が
し

ば
し
ば
引
用
さ
れ
る
言
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
ａ
・
覇
ｌ
蹟
．
『
ベ
ー
ラ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
Ｓ
言
言
Ｑ
ミ
ミ
ｇ
ｏ
こ
‐
蝉
念
ｌ

望
。
『
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
禽
屋
ご
ミ
ミ
目
ミ
ョ
ｇ
か
．
患
や
》
『
ア
シ
ュ
タ
ー
ン
カ
・
フ
リ
ダ
ヤ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
空
』
・
一
・
一
ア
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病
理
・
診
断
の
五
項
目

「
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
第
二
篇
（
病
因
論
篇
）
第
一
章
第
一
～
十
五
節
は
、
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
一
般
的
な
病
因
・
病
理
論

の
概
説
と
言
え
る
部
分
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
翻
訳
を
示
し
た
よ
う
に
本
文
そ
の
も
の
は
極
め
て
簡
潔
で
あ
り
、
個
々
の
用
語
の
簡
単
な

説
明
の
み
で
あ
る
。
要
約
す
る
と
、
様
々
な
病
気
に
は
（
１
）
「
病
因
」
（
ミ
§
ミ
）
、
（
２
）
「
前
徴
」
言
ミ
ご
Ｓ
§
。
）
、
（
３
）
「
症
状
」

Ｓ
樹
旦
、
（
４
）
病
気
に
対
す
る
「
適
切
き
」
（
§
凰
昌
ｓ
、
（
５
）
病
気
の
「
発
現
」
言
。
ミ
零
号
ｓ
と
い
う
五
つ
の
点
に
そ
れ
ぞ
れ

特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
さ
ら
に
こ
の
う
ち
の
（
５
）
病
気
の
「
発
現
」
に
つ
い
て
は
、
（
５
の
１
）
病
気
の
「
数
」
言
・
ミ
尋
ミ
ｇ
、
（
５

の
２
）
病
素
の
「
優
勢
さ
」
言
３
号
。
ミ
且
、
（
５
の
３
）
病
気
の
「
類
型
」
貫
き
号
（
５
の
４
）
病
素
の
性
質
の
「
区
分
」
言
言
音
ｓ
、

〈
５
の
５
）
「
病
勢
の
時
に
よ
る
違
い
」
（
這
回
号
忌
ミ
具
ミ
ミ
蒔
箇
）
と
い
う
五
つ
の
細
分
項
目
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
ま
た
、
医
師
は
こ
れ
ら
各
項
目
に
よ
っ
て
「
病
気
を
正
し
く
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る
」
（
第
一
三
節
）
と
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
こ
れ
ら
が
単
に
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
病
理
論
を
構
成
す
る
た
め
に
必
要
な
要
素
で
あ
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
病
気
の
診
断
に

際
し
て
も
重
視
す
べ
き
項
目
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、
主
に
チ
ャ
ク
ラ
註
に
よ
っ
て
本
文
を
補
足
し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
病
理
・

診
断
の
五
項
目
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

イ
ン
ド
伝
統
医
学
で
は
様
々
な
身
体
的
な
病
気
の
直
接
の
原
因
を
、
風
の
性
質
を
も
つ
ヴ
ァ
ー
タ
マ
ミ
ｓ
、
火
の
性
質
を
も
つ
ピ
ッ

タ
さ
ミ
ｓ
、
水
の
性
質
を
も
つ
カ
パ
壽
号
言
）
と
い
う
人
間
の
身
体
中
に
存
在
す
る
と
さ
れ
る
三
つ
の
要
素
、
す
な
わ
ち
ド
ー
シ
ャ

（
１
）
病
因
（
ミ
島
電
室
）

考
察
一

シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
」
ご
筆
な
ど
）
。

「
病
因
を
は
じ
め
と
す
る
も
の
」
と
は
本
章
第
六
節
で
示
さ
れ
た
病
理
・
診
断
の
五
項
目
を
指
す
。
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（
病
素
）
（
§
旨
）
の
質
的
ま
た
は
量
的
変
化
に
よ
っ
て
説
明
し
よ
う
と
す
る
。
健
康
で
あ
れ
ば
、
身
体
中
の
三
病
素
は
量
的
に
均
衡
を

保
っ
て
い
る
が
、
な
ん
ら
か
の
原
因
で
こ
の
三
病
素
が
興
奮
状
態
と
な
り
、
量
的
な
均
衡
状
態
に
も
変
化
が
生
じ
る
と
、
そ
の
人
は
病

的
な
状
態
に
陥
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
同
様
に
精
神
的
な
異
常
に
関
し
て
は
、
精
神
的
な
病
素
と
呼
ば
れ
る
激
質
（
覇
ミ
・
巳
と
暗
質

言
ミ
ら
の
変
化
が
直
接
的
な
原
因
と
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

病
素
の
質
的
・
量
的
変
化
を
も
た
ら
す
要
因
は
様
々
で
あ
り
、
各
人
の
体
質
や
食
事
の
内
容
、
生
活
習
慣
な
ど
に
左
右
さ
れ
る
が
、

一
般
的
な
要
因
と
し
て
特
に
重
視
さ
れ
る
の
は
、
本
章
第
三
節
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
三
つ
、
す
な
わ
ち
①
「
感
覚
器
官
と
対
象
と
の
ふ

さ
わ
し
く
な
い
結
合
」
言
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
目
ｓ
ｏ
智
）
、
②
「
知
恵
の
誤
り
」
言
ミ
ヨ
号
ミ
ミ
ミ
）
、
③
経
時
的
「
変
化
」
（
盲
ミ
ミ
ミ

で
あ
る
。
チ
ャ
ク
ラ
註
は
こ
こ
で
こ
れ
ら
三
つ
を
、
直
接
的
な
病
因
で
あ
る
ド
ー
シ
ャ
（
病
素
）
と
は
区
別
し
て
、
病
気
の
「
根
本
原

因
」
言
蔓
鼻
胃
§
ｓ
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
三
つ
の
根
本
原
因
は
、
個
々
の
病
因
の
背
景
に
あ
る
も
の
と
し
て
、

直
接
的
な
病
因
（
病
素
）
と
は
ま
た
別
に
考
察
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
三
つ
の
根
本
原
因
に
つ
い
て
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
本
章
と
は
別
の
箇
所
の
内
容
も
参
照
し
な
が
ら
考
察
す
る
。

①
「
感
覚
器
官
と
対
象
と
の
ふ
さ
わ
し
く
な
い
結
合
」
（
Ｑ
３
ミ
馬
ご
ｓ
雪
ミ
尋
昌
、
量
冒
噌
）
と
は
、
五
つ
の
感
覚
器
官
と
そ
れ
ぞ
れ
の

対
象
と
の
関
係
（
結
合
）
の
あ
り
方
の
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
各
感
覚
器
官
が
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
対
象
を
正
し
く
捉
え
、
「
均
衡

の
と
れ
た
結
合
」
宮
口
ミ
ミ
。
智
）
の
状
態
で
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
が
、
「
過
度
の
結
合
」
言
言
隠
）
、
「
結
合
の
欠
如
」
（
ミ
。
智
）
、
「
誤

っ
た
結
合
」
（
ミ
『
ミ
ミ
ｃ
圏
）
の
状
態
は
ふ
さ
わ
し
く
な
い
も
の
で
あ
り
、
病
気
を
引
き
起
こ
す
も
の
と
み
な
さ
れ
る
。
『
チ
ャ
ラ
ヵ
・

サ
ン
ヒ
タ
ー
」
こ
一
．
笥
に
詳
し
い
説
明
が
あ
り
、
五
官
の
う
ち
の
視
覚
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
過
度
の
結
合
と

は
、
過
度
の
明
る
さ
を
も
っ
た
視
覚
対
象
を
、
過
度
に
見
る
こ
と
で
あ
る
。
結
合
の
欠
如
と
は
ま
っ
た
く
見
な
い
こ
と
で
あ
る
。
誤
っ

た
結
合
と
は
、
近
す
ぎ
る
も
の
．
遠
す
ぎ
る
も
の
・
狂
暴
な
も
の
．
気
味
悪
い
も
の
・
驚
悟
さ
せ
る
も
の
・
嫌
な
も
の
・
吐
き
気
を
催

（
お
）

す
よ
う
な
も
の
・
醜
悪
な
も
の
・
恐
怖
を
与
え
る
も
の
な
ど
を
見
る
こ
と
で
あ
る
」
。
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②
「
知
恵
の
誤
り
」
（
ミ
ミ
ｇ
Ｑ
ｓ
号
。
）
と
は
、
直
感
的
な
判
断
能
力
に
狂
い
が
生
じ
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
結
果
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
状
況
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
誤
っ
た
行
動
を
と
る
こ
と
を
言
い
、
特
に
精
神
的
な
異
常
の
原
因
と
し
て
重
視
さ
れ
る
。
『
チ
ャ
ラ
カ
・

サ
ン
ヒ
タ
ー
」
国
・
筒
は
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
嫉
妬
・
悲
し
み
・
恐
怖
・
怒
り
・
高
慢
・
憎
悪
な
ど
す
べ
て
の
精
神
の
異
常
も
、
「
知

恵
の
誤
り
」
か
ら
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
」
。
ま
た
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
今
．
こ
ｓ
‐
一
罠
で
は
次
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
る
。
「
思
考
と
〔
心
の
〕
堅
固
さ
と
記
憶
が
停
止
し
た
者
は
、
良
く
な
い
行
い
を
な
す
。
こ
れ
を
、
す
べ
て
の
ド
ー
、
ン
ャ
（
病
素
）

を
激
発
さ
せ
る
「
知
恵
の
誤
り
」
で
あ
る
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。
〔
自
然
の
欲
求
と
し
て
体
か
ら
〕
出
て
行
く
も
の
を
〔
過
度
に
〕
排
泄

す
る
こ
と
、
排
泄
す
べ
き
も
の
を
抑
制
す
る
こ
と
、
無
謀
な
こ
と
に
耽
け
る
こ
と
、
ま
た
、
女
性
に
過
度
に
耽
け
る
こ
と
、
ま
た
、
あ

る
行
い
に
〔
ふ
さ
わ
し
い
〕
時
の
無
視
、
ま
た
、
行
い
の
不
正
な
開
始
、
礼
儀
正
し
い
行
い
を
損
な
う
こ
と
、
敬
う
べ
き
人
々
に
逆
ら

う
こ
と
、
自
分
に
と
っ
て
良
く
な
い
と
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
耽
け
る
こ
と
、
そ
し
て
、
最
高
に
狂
気
じ
み
た
考
え
に
耽
け
る
こ
と
、

不
適
当
な
時
と
場
所
に
さ
ま
よ
う
こ
と
、
良
く
な
い
行
い
を
な
す
人
々
と
の
友
好
、
「
感
覚
器
官
の
検
討
」
〔
と
い
う
章
名
の
「
チ
ャ
ラ

ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
第
一
篇
第
八
章
〕
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
正
し
い
行
い
を
放
棄
す
る
こ
と
、
嫉
妬
・
高
慢
・
恐
怖
・
怒
り
・
貧

欲
・
迷
妄
・
放
縦
・
過
誤
、
あ
る
い
は
そ
れ
か
ら
生
じ
た
汚
れ
た
行
い
、
ま
た
、
汚
れ
た
身
体
の
行
い
、
さ
ら
に
、
激
質
と
迷
妄
に
よ

っ
て
ひ
き
お
こ
さ
れ
た
他
の
同
様
の
行
い
、
こ
の
よ
う
な
「
知
恵
の
誤
り
」
を
、
学
識
あ
る
者
た
ち
は
、
病
気
の
原
因
で
あ
る
と
言
う
」
。

さ
ら
に
こ
の
「
知
恵
の
誤
り
」
に
つ
い
て
は
、
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
第
二
篇
〈
病
因
論
篇
）
第
七
章
、
精
神
的
な
異
常
の
病
因

の
章
で
も
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
い
る
。

③
経
時
的
「
変
化
」
き
§
§
ミ
ｓ
と
は
、
時
の
経
過
に
伴
う
物
事
の
変
化
の
こ
と
で
あ
り
、
し
ば
し
ば
「
時
」
（
訂
ｇ
と
同
一
視

さ
れ
、
季
節
の
変
化
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
人
の
前
世
の
行
い
と
関
連
付
け
ら
れ
る
も
の
で
も
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
『
チ
ャ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
全
・
三
国
示
に
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。
「
ま
た
、
過
誤
・
過
度
・
過
少
〔
の
雨
量
〕
を
特
徴
と

す
る
雨
季
は
、
病
気
の
原
因
で
あ
る
。
消
化
さ
れ
た
も
の
。
食
べ
ら
れ
た
も
の
・
消
化
さ
れ
た
ば
か
り
の
も
の
に
つ
い
て
の
適
当
な
時
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間
と
不
適
当
な
時
間
の
条
件
、
ま
た
、
午
前
・
正
午
・
午
後
と
、
夜
の
三
つ
の
時
の
区
分
、
こ
れ
ら
の
時
に
〔
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
〕

定
め
ら
れ
た
病
気
、
こ
れ
ら
も
時
〔
の
経
過
〕
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
。
毎
日
の
発
熱
、
二
日
間
〔
続
く
〕
発
熱
、
三
日
目
ご

と
の
発
熱
と
四
日
目
ご
と
の
発
熱
、
〔
こ
れ
ら
は
〕
そ
れ
ぞ
れ
の
〔
決
ま
っ
た
〕
時
に
現
れ
る
。
そ
の
時
々
に
〔
熱
病
の
〕
力
が
到
来
す

る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
も
の
（
病
気
）
と
、
他
の
何
ら
か
の
時
〔
の
経
過
〕
に
よ
っ
て
生
じ
る
様
々
な
病
気
、
そ
れ
ら
は
〔
患

者
の
体
〕
力
と
時
と
を
知
る
者
（
医
師
）
に
よ
っ
て
、
ま
だ
到
来
し
て
い
な
い
時
に
治
療
さ
れ
る
。
〔
ま
た
〕
時
の
経
過
に
よ
る
老
い
と

死
と
を
原
因
と
し
て
生
じ
た
病
気
は
、
〔
人
間
に
〕
自
ず
か
ら
備
わ
る
性
質
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
経
験
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
自
ず
か

ら
備
わ
る
性
質
は
治
療
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
天
命
と
い
う
語
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
前
〔
世
〕
の
身
体
に
よ
る
行
い
（
業
）
、
そ
れ
も

ま
た
時
に
よ
る
病
気
の
原
因
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
」
。

本
章
第
八
節
で
は
「
「
前
徴
」
と
は
、
病
気
の
特
徴
の
最
初
の
現
れ
の
こ
と
で
あ
る
」
と
し
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
。
二
．
届

で
は
「
そ
の
（
病
気
の
）
明
ら
か
と
な
っ
て
い
な
い
症
状
が
「
前
徴
」
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。
チ
ャ
ク
ラ
註
は
本
章
第

八
節
で
、
前
徴
に
は
「
特
殊
な
も
の
」
（
畠
倉
ｓ
と
．
般
的
な
も
の
」
言
ミ
動
ミ
且
の
二
種
が
あ
る
と
す
る
。
こ
の
う
ち
前
者
は
、

近
い
将
来
に
明
ら
か
と
な
る
あ
る
特
定
の
病
気
が
示
す
症
状
と
同
じ
も
の
で
あ
る
が
、
罹
患
の
初
期
で
あ
る
た
め
、
発
現
の
程
度
が
軽

度
で
あ
り
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
は
現
れ
て
い
な
い
症
状
の
こ
と
で
あ
る
と
し
、
後
者
は
、
近
い
将
来
の
病
気
の
症
状
と
は
あ
ま
り
関
係

な
く
、
そ
の
病
気
の
い
わ
ば
前
兆
と
し
て
現
れ
る
現
象
で
あ
り
、
ド
ー
シ
ャ
（
病
素
）
と
そ
れ
に
よ
っ
て
汚
さ
れ
る
も
の
（
他
の
身
体

組
織
）
（
§
ご
ｓ
の
関
係
に
よ
っ
て
生
じ
る
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
チ
ャ
ク
ラ
註
は
同
節
で
こ
の
二
種
の
う
ち
の
前
者
、
す
な
わ
ち

ま
だ
明
ら
か
と
は
な
っ
て
い
な
い
将
来
の
病
気
の
症
状
の
み
が
本
来
の
「
前
徴
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
３
）
症
状
（
ミ
垣
）

本
章
第
九
節
で
は
ヨ

（
２
）
前
徴
（
葛
、
旨
、
§
員
）

「
「
症
状
」
と
は
、
明
ら
か
と
な
っ
た
〔
病
気
の
〕
特
徴
の
こ
と
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
チ
ャ
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ク
ラ
註
は
同
節
で
、
「
症
状
」
は
「
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
ご
と
に
決
ま
っ
た
も
の
」
（
這
回
§
ミ
ミ
ミ
雪
ミ
ｓ
で
あ
る
と
し
、
熱
病
の
際
の
熱

感
言
亀
冒
号
ｓ
や
、
下
痢
症
の
際
の
涜
痢
言
房
ミ
§
ｓ
な
ど
を
例
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

（
４
）
病
気
に
対
す
る
適
切
さ
（
§
息
亀
曇
）

そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
に
対
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
切
な
医
薬
を
用
い
、
適
切
な
食
事
を
摂
り
、
適
切
な
日
常
の
行
動
を
と
る
こ
と
が

治
療
の
基
本
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
チ
ャ
ク
ラ
註
は
本
章
第
十
節
で
、
病
気
に
対
す
る
治
療
な
ど
の
「
適
切
さ
」
と
は
、
単
に
病
気
を

治
癒
さ
せ
、
患
者
に
健
や
か
さ
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
「
病
気
が
隠
れ
た
症
状
を
も
つ
よ
う
な
場
合
に
は
、
〔
病
気
の
〕
認
識
の

手
段
と
な
る
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
》
・
↑
・
函
で
は
「
隠
れ
た
症
状
を
も
つ
病
気
を
〔
そ
の
病
気
に
対
す
る
〕

「
適
切
さ
」
（
§
＆
ミ
ミ
と
「
不
適
切
さ
」
盲
電
§
昌
亀
ｓ
に
よ
っ
て
〔
知
る
べ
き
で
あ
る
〕
」
と
す
る
。
つ
ま
り
、
症
状
が
は
っ
き
り

現
れ
ず
、
診
断
が
困
難
な
病
気
に
対
し
て
は
、
ま
ず
は
何
ら
か
の
治
療
や
手
当
て
を
試
験
的
に
施
し
、
そ
の
結
果
の
善
し
悪
し
に
基
づ

い
て
、
い
わ
ば
帰
納
的
に
そ
の
病
気
を
診
断
し
、
正
し
い
治
療
法
を
決
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
病
理
・
診
断
の
五
項
目
の
一

つ
と
し
て
の
「
適
切
さ
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
の
指
標
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

チ
ャ
ク
ラ
註
は
本
章
第
九
節
で
、
こ
こ
で
言
う
医
薬
・
食
事
・
行
動
の
「
適
切
さ
」
に
関
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
「
病
因
に
相
対
す
る

も
の
」
、
Ｂ
「
病
気
に
相
対
す
る
も
の
」
、
Ｃ
「
病
因
と
病
気
と
に
相
対
す
る
も
の
」
、
Ｄ
「
病
因
に
相
対
す
る
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
」
、

Ｅ
「
病
気
に
相
対
す
る
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
」
、
Ｆ
「
病
因
と
病
気
と
に
相
対
す
る
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
」
の
六
種
に
分
け
て
、
以

下
の
よ
う
な
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
や
症
状
に
対
し
て
「
適
切
さ
」
を
示
す
も
の
の
例
を
挙
げ
て
い
る
。
Ａ
に
分
類
さ
れ
る
医
薬
〈
以
下
、

医
薬
Ａ
の
よ
う
に
表
記
す
る
）
と
し
て
は
「
寒
冷
や
カ
バ
に
よ
っ
て
生
じ
た
熱
に
対
し
て
、
干
し
た
生
姜
念
ミ
暮
己
な
ど
の
温
性
の

薬
」
、
食
事
Ａ
と
し
て
は
「
疲
れ
や
ヴ
ァ
ー
タ
に
よ
っ
て
生
じ
た
熱
に
対
し
て
、
肉
汁
飯
（
、
昌
昌
§
き
」
、
行
動
Ａ
と
し
て
は
「
昼
寝

に
よ
っ
て
生
じ
た
カ
パ
〔
に
よ
る
熱
〕
に
対
し
て
、
夜
間
に
起
き
て
い
る
こ
と
」
。
医
薬
Ｂ
は
「
下
痢
症
の
際
に
、
〔
下
痢
を
〕
止
め
る

も
の
で
あ
る
パ
ー
タ
ー
言
冒
言
》
ｇ
ｏ
曾
冒
、
９
ｓ
言
の
邑
な
ど
の
薬
」
、
食
事
Ｂ
は
「
下
痢
症
の
際
に
、
〔
下
痢
を
〕
止
め
る
も
の
で
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あ
る
レ
ン
ズ
豆
言
。
昌
昌
）
な
ど
」
、
行
動
Ｂ
は
「
逆
行
性
の
蠕
動
言
§
ご
ミ
ミ
）
に
対
し
て
、
排
泄
す
る
こ
と
」
。
医
薬
Ｃ
は
「
ヴ
ァ

ー
タ
に
よ
る
腫
脹
（
島
貫
員
言
）
に
対
し
て
、
ヴ
ァ
ー
タ
を
除
き
腫
脹
を
除
く
十
根
薬
（
号
旨
ミ
ミ
ｓ
」
、
食
事
Ｃ
は
「
寒
冷
に
よ
っ
て

生
じ
た
熱
に
対
し
て
、
熱
を
除
去
す
る
温
か
い
粥
（
旨
く
侭
ご
」
、
行
動
Ｃ
は
「
安
穏
な
昼
寝
に
よ
っ
て
生
じ
た
嗜
眠
言
§
§
割
）
に
対

し
て
、
つ
ら
い
徹
夜
」
。
医
薬
Ｄ
は
「
ピ
ッ
タ
を
主
と
す
る
膿
ん
で
い
る
腫
脹
倉
ミ
ミ
）
に
対
し
て
、
〔
さ
ら
に
〕
ピ
ヅ
タ
を
も
た
ら
す

温
か
い
實
薬
」
、
食
事
Ｄ
は
「
ピ
ッ
タ
を
主
と
す
る
膿
ん
で
い
る
腫
脹
に
対
し
て
、
熱
い
食
物
」
、
行
動
Ｄ
は
「
ヴ
ァ
ー
タ
に
よ
る
精
神

的
な
異
常
に
対
し
て
、
驚
か
す
こ
と
」
。
医
薬
Ｅ
は
「
吐
き
気
に
対
し
て
、
〔
さ
ら
に
〕
嘔
吐
を
も
た
ら
す
マ
ダ
ナ
（
ミ
ミ
ロ
電
画
》

Ｇ
ミ
電
電
ミ
侭
忌
ミ
き
冒
○
旨
言
言
二
ｇ
ゴ
『
く
①
。
盟
合
ョ
）
の
実
な
ど
」
、
食
事
Ｅ
は
「
下
痢
症
に
対
し
て
、
〔
さ
ら
に
〕
排
泄
を
も
た
ら
す

牛
乳
」
言
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
。
ら
・
葛
参
照
）
、
行
動
Ｅ
は
「
嘔
吐
を
も
た
ら
す
吐
き
気
に
対
し
て
、
〔
さ
ら
な
る
〕
嘔
吐
の

た
め
の
〔
腹
部
の
〕
圧
迫
言
目
目
言
冒
ご
◎
医
薬
Ｆ
は
「
〔
消
化
の
〕
火
に
よ
る
焼
灼
感
に
対
し
て
、
ア
グ
ル
（
沈
香
）
言
彊
昌
↑

倉
ミ
ミ
ミ
晶
昌
。
。
言
冒
×
ｇ
な
ど
の
塗
布
」
、
食
事
Ｆ
は
「
酒
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
過
酔
に
対
し
て
、
〔
さ
ら
に
〕
酔
い
の

原
因
と
な
る
酒
」
、
行
動
Ｆ
は
「
運
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
昏
迷
し
た
ヴ
ァ
ー
タ
言
亀
ミ
ミ
ミ
盲
目
ｓ
）
に
対
し
て
、
水
泳
な
ど
の
運
動
」
。

（
５
）
病
気
の
発
現
（
堕
員
這
凰
頁
）

チ
ャ
ク
ラ
註
は
本
章
第
十
一
節
で
、
「
病
気
を
生
じ
さ
せ
る
ド
ー
シ
ャ
（
病
素
）
の
働
き
の
特
性
と
結
び
つ
い
た
、
病
気
の
発
生
の
こ

と
を
こ
こ
で
は
「
発
現
」
と
い
う
語
で
言
う
」
と
す
る
。
つ
ま
り
あ
る
病
気
が
生
じ
た
際
に
、
そ
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

ど
の
病
素
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
病
素
は
ど
の
よ
う
な
状
態
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
て
、
そ
の
病
気
の
特
徴
を
つ
か
も
う
と

す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
病
気
の
「
発
現
」
の
し
か
た
（
病
態
）
は
、
「
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
で
は
さ
ら
に
次
の
五
つ
の
項
目
に
細

分
さ
れ
る
。

（
５
の
１
）
病
気
の
数
（
旨
暑
岑
ミ
ａ

同
じ
病
気
で
も
そ
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
病
素
の
違
い
に
よ
っ
て
、
病
態
に
微
妙
な
変
化
が
生
じ
る
。
こ
こ
で
言
う
病
気
の
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「
数
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
一
つ
の
病
気
を
原
因
病
素
の
違
い
に
よ
っ
て
さ
ら
に
細
か
く
分
類
し
た
場
合
の
「
数
」
の
こ
と
で

あ
る
。
本
章
第
十
二
の
二
節
で
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
熱
病
や
腹
部
の
腫
脹
、
ク
シ
ュ
タ
（
重
篤
な
皮
膚
病
）
は
、
三

種
の
原
因
病
素
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
八
種
、
五
種
、
七
種
に
細
か
く
分
類
さ
れ
る
。

（
５
の
２
）
病
素
の
優
勢
さ
き
昌
号
コ
ミ
亀
）

症
例
に
よ
っ
て
は
三
つ
の
病
素
の
う
ち
の
複
数
の
病
素
が
一
つ
の
身
体
的
な
病
気
の
発
生
に
関
わ
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
本
章
第

十
二
の
三
節
の
チ
ャ
ク
ラ
註
に
よ
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
、
病
因
と
な
っ
て
い
る
複
数
の
病
素
の
う
ち
ど
の
病
素
が
よ
り
優
勢

で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
そ
の
病
気
の
「
発
現
」
の
し
か
た
（
病
態
）
が
決
ま
る
と
さ
れ
る
。

（
５
の
３
）
病
気
の
類
型
貫
き
参

チ
ャ
ク
ラ
註
は
本
章
第
十
二
の
四
節
で
「
「
類
型
」
と
は
〔
病
気
の
〕
種
類
言
冒
言
邑
、
差
異
（
罫
嘩
§
）
と
い
う
意
味
で
あ
る
」

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
チ
ャ
ク
ラ
註
は
同
節
で
病
気
の
「
類
型
」
に
関
し
て
、
①
穏
や
か
で
治
療
で
き
る
も
の
言
這
篭
目
ミ
ミ
）

す
な
わ
ち
楽
に
治
る
も
の
言
き
Ｑ
３
ミ
ミ
ｅ
、
②
激
し
い
が
治
療
で
き
る
も
の
（
島
量
冨
匂
ミ
ミ
ロ
）
す
な
わ
ち
治
り
難
い
も
の

言
宥
尽
さ
局
ミ
ミ
画
）
、
③
穏
や
か
だ
が
治
療
で
き
な
い
も
の
言
唾
号
画
昌
ミ
這
ｓ
す
な
わ
ち
軽
減
は
で
き
る
も
の
含
ミ
ゼ
ミ
、
④

「
激
し
く
て
治
療
で
き
な
い
も
の
（
§
ミ
冒
島
ミ
ミ
）
す
な
わ
ち
〔
治
療
を
〕
拒
否
さ
れ
る
べ
き
も
の
ぎ
ミ
ミ
ミ
ミ
廻
国
）
と
い
う
四
類

型
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
治
療
の
可
否
と
難
易
に
よ
る
病
気
の
類
型
化
に
つ
い
て
は
「
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」

一
・
ろ
．
淳
一
・
民
．
ご
ｌ
と
に
も
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

（
５
の
４
）
病
素
の
性
質
区
分
（
ご
舞
畠
昔
亀
）

三
つ
の
ド
ー
シ
ャ
〈
病
素
）
は
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
「
性
質
」
念
ミ
ｓ
を
も
つ
と
さ
れ
て
い
る
。
ヴ
ァ
ー
タ
は
乾
今
鼻
冒
）
、
冷

（
笥
旦
、
軽
二
晶
言
）
、
微
言
暑
ミ
ｓ
、
動
（
ｓ
豆
、
清
言
ご
§
）
、
粗
毒
言
冒
）
と
い
う
性
質
、
ピ
ッ
タ
は
潤
滑
宮
電
⑮
言
）
、
温

言
魯
巳
、
鋭
査
黒
魯
ｓ
、
流
動
（
ミ
ミ
ｓ
、
酸
言
ミ
ｓ
、
液
状
青
貝
ｓ
、
辛
毒
昌
皇
と
い
う
性
質
、
カ
パ
は
重
両
ミ
ｓ
、
冷
（
笥
旦
、
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柔
含
量
ｓ
、
軟
滑
言
雪
耐
号
ｓ
、
甘
言
Ｑ
号
ミ
ｓ
、
堅
言
ミ
、
ｓ
、
粘
言
Ｒ
ミ
ｓ
と
い
う
性
質
で
あ
る
（
「
チ
ャ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ

タ
ー
」
旨
・
患
‐
色
に
よ
る
）
。
例
え
ば
、
こ
の
う
ち
の
ヴ
ァ
ー
タ
が
、
あ
る
病
気
の
原
因
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
本
章
第
十
二
の
五
節

の
チ
ャ
ク
ラ
註
に
よ
れ
ば
「
あ
る
時
に
は
ヴ
ァ
ー
タ
の
冷
の
部
分
が
力
を
も
ち
、
あ
る
時
に
は
軽
の
部
分
が
、
あ
る
時
に
は
乾
の
部
分

が
、
ま
た
あ
る
時
に
は
軽
と
乾
の
部
分
が
」
力
を
も
ち
、
こ
れ
に
よ
っ
て
そ
の
時
々
の
病
気
の
発
現
の
し
か
た
が
決
ま
る
と
き
れ
る
。

同
節
の
ガ
ン
ガ
ー
ダ
ラ
註
は
「
こ
の
よ
う
な
「
区
分
」
〔
に
つ
い
て
の
認
識
は
〕
は
治
療
の
違
い
〔
の
決
定
〕
の
た
め
で
あ
る
」
と
し
て

（
５
の
５
）
病
勢
の
時
に
よ
る
違
い
（
冒
言
さ
言
乏
酵
愚
亀
）

あ
る
病
気
の
罹
患
や
そ
の
後
の
病
勢
の
変
化
は
、
そ
の
時
々
の
季
節
や
、
昼
夜
の
別
、
食
事
後
の
時
間
経
過
な
ど
に
影
響
を
受
け
る

も
の
で
あ
り
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
時
に
、
ど
の
よ
う
な
病
気
に
罹
患
し
や
す
い
か
や
、
患
者
の
容
態
の
経
過
は
、
そ
の
病
気
や
病
因
ご

と
に
原
則
的
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
「
時
」
（
言
言
）
に
応
じ
て
決
ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
例
と
し
て
、
チ
ャ
ク
ラ
註
は
本

章
第
十
二
の
六
節
で
、
カ
パ
性
の
熱
病
は
、
季
節
で
は
春
に
、
一
日
の
う
ち
で
は
午
前
中
に
、
ま
た
摂
食
直
後
に
生
じ
る
も
の
で
あ
る

と
い
う
原
則
的
な
事
実
を
示
し
て
い
る
。

歴
史
的
に
見
る
と
、
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
よ
り
も
後
代
（
紀
元
後
七
１
八
世
紀
頃
か
）
に
成
立
し
た
医
学
全
書
「
ア
シ
ュ
タ

ー
ン
ガ
・
フ
リ
ダ
ヤ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
と
『
ア
シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
』
の
そ
れ
ぞ
れ
の
病
因
論
篇
で
も
個
々
の
病
気
の
各
論

に
入
る
前
に
、
病
理
・
診
断
の
五
項
目
を
中
心
と
し
た
一
般
的
な
病
理
論
の
概
説
と
用
語
説
明
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
両
書
で
は
、

こ
れ
だ
け
で
「
全
て
の
病
気
の
病
因
論
」
言
ロ
ミ
ミ
。
智
ミ
島
薯
ｓ
と
い
う
題
名
の
一
章
を
成
し
、
記
述
内
容
も
こ
こ
で
訳
出
し
た
「
チ
ャ

ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
病
因
論
篇
の
も
の
よ
り
も
は
る
か
に
詳
細
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
内
容
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
『
チ
ャ
ラ

い
勿
勺
○

結
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紀
元
後
八
世
紀
頃
の
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
（
三
豊
冨
邑
に
よ
る
病
理
専
門
書
写
－
ダ
ヴ
ァ
・
ニ
ダ
ー
ナ
」
〈
迂
回
§
ミ
。
ミ
烏
冒
）
で
も
、

冒
頭
の
第
一
章
が
病
因
・
診
断
の
五
項
目
を
中
心
と
す
る
一
般
的
な
病
理
論
の
概
説
に
充
て
ら
れ
、
「
五
つ
の
病
因
〔
を
は
じ
め
と
す
る

も
の
〕
の
特
徴
」
言
§
・
ミ
§
ミ
ミ
口
唇
§
ｓ
と
題
さ
れ
て
い
る
。
同
書
へ
の
十
一
～
十
二
世
紀
頃
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
ラ
ク
シ
タ
ミ
言
冨
３
房
旨
）

（
次
）

と
シ
ュ
リ
ー
ヵ
ン
タ
ダ
ッ
タ
あ
国
冨
三
富
烏
冒
）
に
よ
る
註
釈
害
亨
ド
ゥ
・
コ
ー
シ
皇
言
含
号
鼻
。
ざ
で
は
、
そ
れ
ま
で
に
現
れ

た
一
般
的
な
病
因
・
病
理
論
へ
の
様
々
な
解
釈
が
引
用
・
集
約
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
書
に
至
っ
て
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
病
因
・
病
理
論

は
ほ
ぼ
完
全
な
形
が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
と
並
ぶ
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
代
表
的
な
医
学
全
書
『
ス
、
ン
ユ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
に
は
病
理
・
診
断

の
五
項
目
全
て
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た
記
述
は
見
ら
れ
ず
、
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
な
ど
内
科
的
な
内
容
を
中
心
と
す
る
医
学

ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
以
降
の
病
因
・
病
理
論
の
発
展
を
読
み
と
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
『
ア
シ
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
フ
リ
ダ
ャ
・

サ
ン
ヒ
タ
ー
」
豐
・
Ｐ
二
と
『
ア
ン
ュ
タ
ー
ン
ガ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
」
旨
・
局
で
も
病
理
・
診
断
の
五
項
目
の
う
ち
の
〈
５
）
「
発
現
」
を

さ
ら
に
五
つ
の
項
目
に
細
分
す
る
が
、
こ
の
両
書
で
は
そ
の
細
分
項
目
が
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
も
の
と
は
若
干
異
な
っ
て

い
る
。
こ
の
両
書
の
細
分
項
目
は
、
〈
５
の
１
）
病
気
の
「
数
」
、
（
５
の
２
）
病
素
の
「
優
勢
さ
」
、
（
５
の
３
）
原
因
病
素
の
優
勢
な
性

質
の
「
区
分
」
、
（
５
の
４
）
病
気
の
「
力
」
に
よ
る
違
い
、
（
５
の
５
）
病
気
の
「
時
」
に
よ
る
違
い
、
で
あ
る
。
つ
ま
り
「
ア
シ
ュ
タ

ー
ン
ガ
・
フ
リ
ダ
ヤ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
と
『
了
ン
ユ
タ
ー
ン
ガ
・
サ
ン
グ
ラ
ハ
」
で
は
、
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
細
分
項
目

（
５
の
３
）
「
類
型
」
を
挙
げ
ず
、
（
５
の
５
）
「
病
勢
の
時
に
よ
る
違
い
」
念
ミ
画
さ
§
〉
罵
箇
）
を
病
気
の
「
力
」
念
ミ
ｓ
と
、
病
気
の

「
時
」
（
言
こ
の
二
つ
に
分
け
て
解
釈
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
病
気
の
発
現
の
違
い
を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
（
５
の
４
）
と
（
５
の
５
）

に
分
け
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
こ
の
部
分
（
第
十
二
の
六
節
）
の
簡
潔
な
章
句
の
単
な
る
解
釈
の
違

い
と
取
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
む
し
ろ
「
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
に
示
さ
れ
た
病
理
論
が
、
後
代
に
一
部
変
更
さ
れ
た
例
と
見
る

べ
き
で
あ
ろ
う
。
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こ
こ
で
紹
介
し
た
『
チ
ャ
ラ
カ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
病
因
論
篇
の
冒
頭
部
分
は
、
一
般
的
な
病
因
・
病
理
論
に
つ
い
て
の
ま
と
ま
っ
た

記
述
と
し
て
は
、
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
の
中
で
は
最
も
古
い
も
の
の
一
つ
で
あ
る
が
、
重
要
な
項
目
は
こ
こ
に
全
て
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、

各
項
目
の
解
釈
に
は
後
に
若
干
の
変
遷
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
病
理
論
の
枠
組
み
は
こ
の
時
点
で
既
に
ほ
ぼ
固

ま
っ
て
い
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

療
の
際
に
は
、
病
理

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
紹
介
し
た

書
と
の
際
立
っ
た
違
い
を
見
せ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
「
ス
シ
ュ
ル
タ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
が
専
門
と
す
る
外
科
的
な
傷
病
の
診
断
・
治

療
の
際
に
は
、
病
理
・
診
断
の
五
項
目
全
て
に
つ
い
て
の
診
査
は
あ
ま
り
意
味
を
な
さ
ず
、
特
に
重
要
視
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

註
と
文
献

（
１
）
ア
ー
ト
レ
ー
ャ
と
他
の
医
学
の
権
威
者
た
ち
と
の
討
論
形
式
の
記
述
も
こ
の
書
中
に
は
散
見
さ
れ
る
。
山
下
勤
「
ン
旨
『
く
め
§
文
献
に
見
ら

れ
る
医
師
た
ち
の
議
論
に
つ
い
て
」
『
印
度
學
佛
教
學
研
究
」
第
四
十
六
巻
第
一
号
、
四
一
～
四
五
頁
、
一
九
九
七
参
照
。

（
２
）
Ｆ
野
一
と
高
楠
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
の
失
わ
れ
た
二
種
の
漢
訳
仏
典
（
『
雑
寶
藏
經
』
巻
第
七
お
よ
び
『
付
法
藏
因
縁
傳
』
巻
第
五
）

に
見
ら
れ
る
カ
ニ
シ
カ
王
の
侍
医
と
さ
れ
る
「
遮
羅
迦
」
ま
た
は
「
遮
勒
」
が
、
「
チ
ャ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
編
纂
者
で
あ
る
「
チ
ャ
ラ
ヵ
」

に
あ
た
る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た
。
Ｆ
野
一
”
三
・
陣
ｚ
ｇ
①
め
の
こ
こ
①
ゅ
目
：
‐
降
旨
胃
吻
．
］
・
目
ロ
四
一
ン
の
胃
昼
匡
の
陣
侭
や
堂
陣
扇
患
・
一

目
四
百
百
ゆ
巨
．
］
農
‐
弓
い
言
い
ン
爵
８
ａ
ｏ
寓
胃
鴎
屋
＆
三
里
詞
堅
喧
○
皀
儲
卑
肖
爵
＆
冒
冒
Ｓ
四
四
且
ｇ
①
三
巴
畠
ン
月
言
胃
一
儲
。
（
ン
・
ロ
・
雪
」
‐

亀
塑
・
旨
ゞ
○
莨
○
艮
扇
患
．
し
か
し
カ
ニ
シ
カ
王
の
侍
医
と
「
チ
ャ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
の
編
纂
者
チ
ャ
ラ
ヵ
を
直
接
結
び
つ
け
る
他
の
史
料

は
今
の
と
こ
ろ
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
漢
訳
仏
典
に
現
れ
る
人
名
だ
け
で
は
論
拠
に
乏
し
い
説
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
、
カ
ニ
シ
ヵ
王
と

近
い
関
係
に
あ
っ
た
と
さ
れ
る
ア
シ
ユ
ヴ
ァ
ゴ
ー
シ
ャ
の
「
ブ
ッ
ダ
・
チ
ャ
リ
タ
」
第
十
二
章
と
『
チ
ャ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
第
四
篇
第
五

草
の
内
容
に
親
近
性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
「
ブ
ッ
ダ
・
チ
ャ
リ
タ
」
第
一
章
第
四
十
三
節
に
「
ま
た
、
ア
ト
リ
の
な
し
と
げ
な
か
っ
た

医
学
を
、
聖
仙
ア
ー
ト
レ
ー
ャ
が
の
ち
に
唱
え
（
て
世
に
ひ
ろ
め
）
た
の
で
あ
り
ま
す
」
（
原
実
訳
）
（
呈
冒
ミ
ミ
旨
。
２
８
言
ざ
ご
ミ
ミ
ミ
埒
ミ
『
ミ

ミ
愚
旨
宮
こ
畠
３
ｓ
と
い
う
表
現
が
あ
る
こ
と
に
は
留
意
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
］
ｏ
冒
印
８
員
固
男
溌
く
僧
言
の
印
・
吻
国
房
＆
富
８
『
冨
胃
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『
チ
ャ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
』
成
立
の
詳
細
に
つ
い
て
は
富
の
巳
①
号
①
昼
．
］
ｂ
、
“
ン
崖
望
○
畠
○
国
且
冒
】
三
⑦
昌
旦
厚
①
『
胃
昌
●
の
．
房
ゞ
ｇ
２
晟

句
（
）
『
“
席
邑
．
Ｏ
Ｂ
昌
侭
ｇ
、
忌
ま
‐
ｇ
ｇ
参
照
。

（
４
）
三
２
－
ｇ
胃
匡
前
掲
書
房
自
ら
．

冒
農
５
国
は
、
「
チ
ャ
ラ
ヵ
」
（
９
３
百
）
と
い
う
名
は
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
字
義
通
り
で
は
「
放
浪
者
」
言
四
目
の
『
の
『
）
で
あ
り
、
固
有

名
訶
で
は
な
く
、
各
地
を
巡
回
す
る
開
業
医
と
し
て
の
職
業
に
関
連
し
た
名
称
か
も
知
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
冒
招
５
国
あ
・
》
シ
震
い
８
『
ぐ
具

ｌ

胃
ご
島
四
己
や
三
一
○
の
○
ロ
ゴ
雷
く
巳
自
蜀
画
⑭
心
崗
⑫
』
ゞ
○
四
日
ウ
【
こ
い
の
．
一
℃
暉
唾
．
”
の
ロ
『
昌
庁
の
具
口
座
言
》
］
②
『
、
．

里
言
園
昌
は
、
ブ
ラ
ー
フ
マ
ナ
文
献
な
ど
の
「
チ
ャ
ラ
カ
派
」
（
ｇ
国
富
‐
融
与
巴
と
の
関
係
を
重
視
し
て
い
る
。

句
一
二
○
国
画
言
◇
』
・
”
Ｆ
画
Ｑ
○
口
『
三
④
⑤
一
座
勝
ご
匡
①
Ｑ
③
一
四
ヨ
①
ｇ
ｏ
一
コ
①
言
呂
①
。
。
①
．
、
ゆ
③
め
Ｃ
二
ｍ
旨
い
の
一
切
①
ｍ
己
陣
一
画
二
壁
①
い
、
『
①
○
助
◆
］
印
‐
』
『
・
勺
煙
『
一
切
．
』
④
』
＠
．

（
３
）
軍
ヤ
ラ
ヵ
・
サ
ン
ヒ
タ
ー
」
第
一
篇
第
一
章
の
奥
書
は
、
「
以
上
が
ァ
グ
ニ
ヴ
ェ
ー
シ
ャ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
チ
ャ
ラ
カ
に
よ
っ
て
補
修

さ
れ
た
論
書
の
「
総
論
篇
」
（
ス
ー
ト
ラ
ス
タ
ー
ナ
）
に
お
け
る
、
「
長
命
を
〔
欲
し
て
〕
」
と
い
う
名
の
第
一
章
で
あ
る
」
（
辱
侭
ミ
ご
風
へ
き
●
電
○

ミ
ミ
｝
．
、
、
ミ
ミ
言
ミ
ミ
ー
燭
ミ
睦
言
命
睦
ミ
ミ
翰
言
馬
昌
碕
ミ
ミ
ご
ミ
竜
。
ご
ミ
ミ
、
ミ
ミ
ミ
。
葺
昌
一
息
）
と
あ
り
、
同
書
第
六
篇
第
九
章
の
奥
書
は
、
「
以

上
が
ア
グ
ニ
ヴ
ェ
ー
、
ン
ャ
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
、
チ
ャ
ラ
カ
に
よ
る
補
修
が
至
ら
ず
、
ド
リ
ダ
バ
ラ
に
よ
っ
て
成
さ
れ
た
「
治
療
論
篇
」
に
お

け
る
一
精
神
的
な
異
常
の
治
療
」
と
い
う
名
の
第
九
章
で
あ
る
」
（
号
畠
ミ
ご
風
亀
言
、
ミ
ミ
、
蝿
・
ミ
鼻
号
ミ
冒
邑
言
言
、
百
号
討
為
冬
息
：
ミ
ミ
嘩

皇
言
昌
言
罵
ミ
ミ
ミ
罫
ミ
ミ
②
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ご
ミ
ミ
。
島
ご
暑
さ
）
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
同
書
第
六
篇
第
三
十
章
第
二
百
八
十
九
～
二
百
九
十

節
で
は
「
こ
の
〔
治
療
論
篇
の
〕
う
ち
の
十
七
の
章
と
、
「
薬
物
論
篇
」
と
「
完
結
篇
」
は
、
チ
ャ
ラ
カ
に
よ
っ
て
補
修
さ
れ
た
ア
グ
ニ
ヴ
ァ
ー
ー

シ
ャ
の
諭
書
に
は
見
い
だ
さ
れ
な
い
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
残
り
を
カ
ピ
ラ
バ
ラ
の
息
子
の
ド
リ
ダ
バ
ラ
が
作
成
し
た
。
偉
大
な
内
容
を
も
つ
こ
の

論
書
を
し
か
る
べ
く
完
成
さ
せ
る
た
め
に
」
（
畠
ミ
ミ
員
ミ
ミ
員
登
昏
ご
き
き
さ
き
』
ミ
ミ
亀
亀
蝿
ご
亀
。
ミ
ミ
ョ
署
ミ
ミ
蝿
曾
ミ
閏
昌
》
ミ
ミ
ミ
馬

夕
■
、

ミ
ミ
さ
旨
ミ
鼻
、
．
辱
さ
。
ご
ミ
ミ
さ
、
号
言
寒
狩
忍
ご
Ｓ
，
ミ
ミ
ミ
さ
寄
与
○
ミ
ミ
ミ
ミ
署
Ｑ
ご
ミ
ミ
Ｑ
ミ
ミ
ミ
ご
ロ
、
ミ
ミ
ミ
尋
ミ
ミ
ミ
ミ
『
ミ
ミ
竜
二
と
さ
れ
て
い

◎
・

る
。
ド
リ
ダ
バ
ラ
の
出
身
地
に
つ
い
て
は
同
書
第
八
篇
第
十
二
章
第
三
十
九
節
に
パ
ン
チ
ャ
ナ
ダ
プ
ラ
（
霞
胃
目
昌
呂
巨
邑
と
い
う
地
名
が

示
さ
れ
て
い
る
公

九
七
四
。

ン
の
《
⑰
（
）
犀
胃
国
巨
＆
言
．
旨
言
『
の
》
思
患
．
需
冒
目
＆
・
ロ
の
一
三
ｇ
盧
原
実
『
大
乗
仏
典
喝
ブ
ッ
ダ
・
チ
ャ
リ
タ
」
中
央
公
論
社
、
東
京
、
一
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（
５
）
身
体
的
な
病
気
の
直
接
的
な
原
因
と
さ
れ
る
三
つ
の
ド
ー
シ
ャ
（
病
素
）
（
§
目
）
、
す
な
わ
ち
ヴ
ァ
ー
タ
（
ご
ミ
ｓ
、
ピ
ッ
タ
言
ミ
ｓ
、
カ
パ

壽
号
言
）
に
つ
い
て
は
本
稿
【
訳
註
｝
（
三
）
、
（
四
）
参
照
。

（
６
）
こ
の
八
種
の
病
気
が
選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
は
本
稿
【
翻
訳
】
お
よ
び
【
訳
註
】
（
十
五
）
参
照
。

（
７
）
写
ド
ゥ
・
コ
ー
シ
竺
享
き
き
鼻
。
ざ
）
は
、
紀
元
後
八
世
紀
頃
の
病
理
専
門
書
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
・
ニ
ダ
ー
ナ
ー
言
含
ミ
ミ
旨
ミ
島
量
に
対
す

る
註
釈
書
。
十
一
’
十
二
世
紀
頃
の
ヴ
ィ
ジ
ャ
ャ
ラ
ク
シ
タ
ミ
菅
冒
国
富
言
）
と
シ
ュ
リ
ー
カ
ン
タ
ダ
ッ
タ
房
国
富
三
富
烏
目
）
に
よ
っ

（
８
）
底
本
と
し
て
は
弓
冨
○
富
国
冨
闇
日
三
田
具
シ
唱
冒
の
笛
３
ｓ
肋
ａ
ｇ
ｏ
富
国
富
四
目
胃
己
冨
冨
置
三
ｓ
弓
①
↑
夢
旨
『
ぐ
の
烏
白
目
房
埋

○
○
日
目
①
昌
冨
ご
呉
○
画
四
床
同
四
℃
幽
皀
ａ
ｍ
言
四
⑦
昌
蔚
ニ
ウ
］
く
ゆ
己
冒
四
］
幽
旦
画
く
且
一
目
【
弄
四
【
昌
一
ン
ら
ぎ
野
電
画
．
乏
冑
巨
煙
望
四
の
煙
い
自
宅
【
①
閉
↓
国
○
日
ウ
幽
顎
ご
筐
・
全
宣

且
．
巨
匡
扁
巨
３
日
三
四
旨
冨
『
区
四
三
房
言
吊
》
ｚ
①
君
口
命
言
．
ご
望
を
用
い
、
チ
ャ
ク
ラ
註
も
こ
れ
に
拠
っ
た
。

ガ
ン
ガ
ー
ダ
ラ
註
は
。
閏
四
厨
留
日
巨
国
シ
ミ
号
冒
の
８
ョ
日
命
口
国
昌
冒
ン
旨
『
く
①
烏
合
宮
風
ゞ
９
８
百
号
習
匡
昌
国
錘
且
呂
①
８
日
日
の
昌
煙
昌

一
《
］
“
言
四
戸
四
宮
里
画
吋
匡
・
ゞ
ご
］
の
四
コ
”
画
旦
毒
四
『
色
ゞ
の
昌
国
園
ｚ
四
【
①
。
二
局
四
弓
四
号
の
の
邑
晒
匡
頁
由
画
邑
旦
国
巴
艶
言
四
二
・
『
画
の
の
ロ
晦
巨
頁
画
．
○
四
斤
昌
国
《
ご
哩
司
‐
ご
い
い
詞
①
ロ
ユ
ヨ

ａ
・
房
３
９
配
冥
々
く
胃
昌
尉
一
．
口
座
三
．
己
曾
に
拠
っ
た
。

植
物
の
学
名
に
関
し
て
は
、
王
に
雪
胃
１
角
↓
両
穴
，
里
巴
：
（
シ
司
冨
く
田
島
四
駛
置
）
閏
二
ｓ
目
巨
且
巨
冒
巴
四
目
厨
．
ン
○
○
日
胃
目
旨
日
旦
ｍ
ｇ

ｇ
①
ｇ
①
⑫
．
く
○
一
の
．
観
、
○
ュ
の
昌
冒
眉
目
目
、
三
且
国
の
ゞ
乞
麗
‐
乞
證
に
拠
っ
た
。

本
稿
で
は
現
代
医
学
の
用
語
を
用
い
る
こ
と
を
な
る
べ
く
避
け
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
原
語
の
も
つ
本
来
の
意
味
を
生
か
す
よ
う
に
つ
と
め

た
。
現
代
医
学
の
見
地
か
ら
す
る
と
や
や
不
自
然
な
病
名
な
ど
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

（
９
）
め
ご
彫
『
日
煙
．
戸
【
、
四
二
・
口
四
め
戸
国
．
》
○
画
【
四
六
四
の
四
日
三
国
・
弓
①
鴬
二
ｓ
３
両
己
但
房
ご
日
『
画
ロ
里
異
５
口
陣
○
局
冨
、
堅
固
×
ロ
○
ｍ
冨
○
ロ
ウ
囚
の
⑦
ｇ
ｏ
ご
○
回
天
【
煙
己
四
目

ロ
翼
国
電
⑫
シ
く
匡
門
く
め
。
鯉
口
胃
ロ
弄
四
『
く
○
宙
．
○
壹
○
乏
穴
声
四
日
ウ
釦
の
四
国
の
〆
『
芦
ｍ
①
『
耐
⑫
○
庫
房
ゆ
く
四
国
二
四
里
．
ご
囹
由
つ
つ
い

（
、
）
の
ご
日
日
四
．
両
く
．
“
○
閏
凹
声
色
わ
卸
日
三
国
．
ン
媚
昌
く
①
茜
・
の
弓
用
具
房
①
『
臥
旨
①
Ｑ
煙
ご
ロ
四
口
ｐ
ｏ
ｓ
房
二
ヶ
園
○
四
国
六
四
四
国
旦
吊
旦
胃
房
旦
ウ
哩
口
程
昏
蛍
ウ
舞
言

一
目
①
×
〔
乏
一
吾
画
。
但
尉
豈
弓
『
画
邑
の
一
畏
冒
己
．
全
く
○
房
．
○
画
卸
匡
〆
彦
煙
ヨ
ウ
百
四
○
局
話
具
巴
冒
｝
く
四
『
鯉
口
四
里
．
口
座
三
》
乞
些
‐
ち
ゃ
吟

（
皿
）
大
地
原
誠
玄
「
國
諄
古
代
印
度
筈
典
チ
ャ
ラ
カ
本
集
」
（
第
一
編
第
一
，
、
十
六
章
）
『
立
命
館
文
學
」
一
巻
十
号
、
一
九
三
四
～
四
巻
三
号
、

る
註
釈
書
。
↑

て
著
さ
れ
た
。

九
三
七



111下勤：インド伝統医学書『チャラカ・サンヒター」における病理論422

（
型
）
富
の
巳
①
ロ
ケ
の
丘
』
．
○
”
ン
閏
の
８
昌
具
旨
昌
、
口
巨
の
ｇ
、
巴
匡
蔚
国
冒
崗
の
自
ン
』
段
肖
口
鵲
⑥
、
司
白
’
め
蔚
貝
の
『
◎
己
［
侭
①
自
乞
忠
由
ｇ
い

（
妬
）
矢
野
訳
に
よ
る
。
矢
野
道
雄
「
イ
ン
ド
医
学
概
論
」
七
九
頁
、
朝
日
出
版
社
、
東
京
、
一
九
八
八
。

（
配
）
く
温
今
届
く
酔
い
ご
国
国
、
ン
の
３
口
硬
幽
吻
画
己
媚
＆
一
国
戸
胃
昼
巨
く
理
四
床
ぼ
く
四
ｍ
ｍ
三
国
言
ン
邑
画
日
国
ロ
曽
国
。
Ｑ
四
国
ン
津
届
く
四
房
①
具
も
匡
口
⑪
ご
酌
。

（
認
）
両
日
日
囚
旨
汽
記
陣
冒
・
○
‐
岸
煙
昌
四
回
ｎ
ｏ
ロ
ｏ
の
宮
⑫
呉
豆
印
の
儲
①
幽
巨
ｇ
ｏ
屋
『
の
．
舌
一
』
目
色
一
旦
吾
の
団
員
。
Ｒ
閏
〕
シ
冨
匡
『
く
①
呂
局
の
○
，
一
⑦
ご
函
坤
潤
‐
窟
．
ご
窟

（
吃
）
矢
野
道
雄
ア
‐
ン
ド
医
学
概
論
』
、
朝
日
出
版
社
、
東
京
、
一
九
八
八

（
過
）
詞
四
国
旦
伊
の
凹
皀
Ｑ
や
冑
閏
昌
四
℃
の
．
⑦
・
戸
叩
詞
◎
館
四
三
ヨ
煙
邑
釦
．
・
く
弄
昌
言
ヨ
色
邑
』
輿
の
具
ン
蛋
匡
『
く
ゆ
○
四
○
皇
⑦
咽
①
、
弓
『
弓
四
二
日
匡
日
、
這
鷺
．

。

（
Ｍ
）
の
『
弄
四
ご
号
卸
巨
匡
【
吾
雲
尻
溺
・
己
○
ｇ
『
旨
①
の
旦
勺
四
呂
○
さ
輌
望
旨
シ
］
匡
崗
ぐ
①
旦
國
．
］
里
㈹
９
○
面
幽
巨
六
ケ
画
ヨ
ウ
ヶ
色
○
『
席
昌
巴
国
．
く
関
四
国
勝
一
．
口
座
言
ゞ
ら
酌
司
．

（
鴫
）
ロ
開
館
匡
冒
画
．
陣
ン
冨
印
８
円
】
具
冒
昌
画
冒
で
三
さ
め
○
ロ
ゴ
雷
く
巳
．
目
四
④
唖
ム
つ
い
，
○
四
口
弓
『
己
胴
①
．
思
侭
，
罰
①
胃
戸
昌
①
』
．
ロ
里
三
．
邑
司
印
．
ロ
閉
館
巨
冒
印
は

こ
の
中
で
特
に
イ
ン
ド
医
学
の
病
理
・
診
断
の
理
論
と
イ
ン
ド
論
理
学
と
の
関
連
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

（
肥
）
三
①
三
①
号
①
昼
』
・
Ｐ
ン
霞
里
○
ご
○
自
且
冨
口
宮
⑦
ｓ
８
－
匡
席
国
冒
用
肖
シ
“
喝
筥
国
臼
．
甸
○
『
里
９
．
９
○
己
日
照
員
己
ｇ
‐
９
局
．

（
〃
）
菅
冒
口
匡
昌
冨
冨
昌
一
①
具
．
く
画
醇
①
印
弄
閉
胃
国
旦
【
四
国
画
旦
画
君
一
言
弓
⑦
○
○
日
目
⑦
己
国
昌
ａ
○
四
国
号
画
自
画
ロ
ロ
四
．
○
『
希
邑
国
巨
己
め
昌
匡
房
．
画
質
Ｃ
Ｑ
画
．
乞
闇
．

（
肥
）
こ
の
よ
う
な
疾
病
分
類
上
の
問
題
に
関
し
て
は
、
イ
ン
ド
伝
統
医
学
独
自
の
病
理
説
で
あ
る
三
ド
ー
シ
ャ
（
病
素
）
説
と
の
関
連
を
考
慮
し

た
上
で
改
め
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
唐
画
冒
画
の
巨
国
白
・
あ
目
］
の
ｚ
２
＄
・
ロ
９
匡
瞥
冒
冒
昌
昌
ご
＆
冒
胃
』
○
昌
愚
一
○
寓
言
盲
冒
邑
①
の
⑦

ン
朋
○
ロ
豊
ｏ
ｐ
さ
局
習
巨
吾
ン
里
四
国
聾
匡
＆
＄
・
扉
忌
‐
霞
ゞ
ｇ
Ｒ
参
照
。

（
旧
）
本
章
第
六
節
の
チ
ャ
ク
ラ
註
で
は
「
病
気
認
識
の
要
因
」
（
ご
萱
き
ざ
号
亀
さ
‐
ミ
ミ
ミ
）
を
「
病
気
認
識
の
手
段
」
（
ご
ミ
ミ
創
冒
昌
菖
）
と

し
て
い
る
。
本
稿
【
訳
註
】
の
（
三
）
と
（
六
）
参
照
。

（
郡
）
ロ
四
ｍ
晒
匡
冒
四
．
い
湖
ン
閏
の
８
曼
○
自
国
ｅ
四
国
勺
三
さ
の
○
℃
壹
雷
く
○
一
．
国
．
鼈
甲
路
①
ゞ
○
四
日
耳
昼
ｍ
⑦
、
詞
①
胃
］
貝
ａ
，
口
座
三
．
忌
引
．

（
幻
）
シ
切
国
凋
昌
程
煙
忌
日
雪
角
胃
８
用
具
ｏ
ｇ
ｏ
ｇ
ａ
扇
』
ご
貝
く
①
烏
）
８
日
ｇ
の
＆
ご
く
針
ケ
冨
冨
員
吾
葺
①
○
ｏ
日
日
①
昌
昌
研
・
↑
鯉
『
く
四
目
福
め
匡
且
釦
国
冒

具
ン
昌
口
且
里
国
四
目
」
夢
旨
同
く
め
§
国
閏
冨
目
．
呉
函
①
日
且
『
胃
呂
昌
＆
ご
シ
ご
目
三
日
①
豐
『
胃
煙
尻
匡
員
①
四
目
【
『
の
息
詞
曽
胃
冨
且
国
曾
切
言
』

、

○
４
ｏ

ｚ
画
く
画
『
⑦
．
⑦
二
ケ
望
画
三
⑫
画
館
画
の
言
画
『
望
四
塵
四
ユ
識
２
国
勺
四
乱
匡
四
声
煙
『
画
く
煙
己
哩
煙
◆
］
四
房
同
房
昏
国
四
・
四
の
ン
望
匡
『
ぐ
の
Ｑ
凹
め
の
『
話
の
ロ
○
・
四
画
．
く
四
吋
画
弓
四
輿
口
里
三
ゞ

参
H召
j1，，

0

』
や
酌
噌
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付
記

本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
平
成
一
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）
１
（
２
）
「
イ
ン
ド
伝
統
医
学
の
歴
史
的
発
展
過
程
に
関

す
る
研
究
」
課
題
番
号
晟
呂
急
態
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
妬
）
「
マ
ー
ダ
ヴ
ァ
・
ニ
ダ
ー
ナ
』
と
「
マ
ド
ゥ
・
コ
ー
シ
ャ
』
第
一
～
十
章
に
つ
い
て
は
三
２
庁
号
⑦
丘
に
よ
る
英
訳
と
研
究
が
あ
る
。

三
２
－
２
馬
屋
．
の
．
濤
弓
胃
巨
且
冨
ぐ
幽
昌
愚
息
心
且
岸
如
○
三
具
○
○
日
『
月
巨
国
昌
○
冨
冒
閂
匡
Ｐ
四
二
．
序
己
曾
↓
ご
息
．



高
寸
据
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岬
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總
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伝
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入
燕
催
｜
｜
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OnGeneralPathologyinthe"Carakasamhita''
-TranslationandDiscussionofCarakasamhita2.1.1-15-

TsutomuYAMASHITA

TheC"""α脚力"aisoneofthemajortreatisesoflndiantraditionalmedicine(,4y"'ve").

Thesecondvolume(M"""r/7""α)Ofthistreatisedealswithpathogenesisandpathologyof

eightdiseases.Thebeginningpartofthisvolume,namelysectionslsttol5thinthefirstchap-

ter,givesanaccountofgeneralpathology・Thede6nitionsoffivetechnicaltermsofpatholOgy,

whichareusedalsoindiagnostics,arefOundinthispart.Althoughthedescriptioninthispart

issuccinctandsimple,itindicatesageneraloutlineoftheOldestpathologyoflndiantradition-

almedicine.Inthispaper,IwillshowaliteraltranslationoftheoriginalSanskrittextofthis

partandaddtranslator'snotesaccordingtothereadingspresentedbythetwocommentators,

Cakrapapidatta(llthcentury)andGangadhara(19thcentury).


